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編集者から　　FROM THE EDITOR 
(柴 正博 訳) 

今号では，すでに読者の注目を浴びている James Maxlow の地球膨張モデルに関する最新のアイデアを引
き続き紹介する．Cataldis と Valentino Straser は，地震と太陽との関連についての画期的な監視を続けて報
告している．最後に，フィンランドの Stefan Ahmala による母国フィンランドでの現地観測を記した興味深
いエッセイまたは見解を掲載する．彼は，地質学的なエネルギー源としてはかなり議論のある電気的なプラズ
マの要因をもとに，興味深い解釈をしている．一般市民が地質学の正統性を疑っているように見えるのは，時
代の流れと言えるかもしれない． 

それに加えて悲しいことは，私が学士と大学院の学位を取得したシドニーのマッコーリー大学地質学部が閉
鎖されることを最近知ったことである．これも時代の流れなのだろうか．最近目につくのは、反対意見に対す
る不寛容さが増していることだ．例えば，プレートテクトニクスを否定することは，現代の大学文化ではタ
ブーとされているし，気候変動を否定することと同様である．科学的な反対意見を述べただけで，ブルーノに
喩えられるのはいつになるのだろうか。 

編集委員の Giovanni Gregori 氏は，次のような示唆に富む文章を寄せている： 

太陽と惑星の関係についての一般的な発言 - Giovanni Gregori 

ニュートンによる重力の公理化（1687年），マクスウェルによる電磁気学の公理化（1865年），アルフェ
ンによる流体中の電磁気的相互作用の利用（MHD，すなわち磁気流体力学）の間に3世紀近い空白があること
を考えてみてほしい．300年の遅れは，より支配的な E.m.現象に関して，中性物質の役割を過大評価する原因
となった． 

人間は最大の現象に対してほとんど“盲目”であることを考えよう（これが“経験的制約”である）．私たちは，
原子核が電子を捕らえることのできる，比較的“冷たい”宇宙の中に住んでいるのである．化学が存在し，生物
学が存在する．しかし，宇宙の大部分はもっと高温である可能性が高く，原子核は電子を捕らえることができ
ない．光子は放出されず，リモートセンシングによる観測はできない．“裸”の原子核は磁気モーメントで相互
作用する．そこで，固体，液体，気体，プラズマといった古典的な物質の状態に加えて，すべての磁気モーメ
ントが互いに平行に密集している新しい状態を想定する必要がある．静電反発に打ち勝つには，十分な閉じ込
めが必要である．この状態は “magpol”（磁気分極の頭文字）と呼ぶことができる．この状態は，地球の内核
を特徴づけていると考えられ，天文学者が “暗黒物質” と呼んでいるものと一致するようである． 

太陽風と惑星物体（惑星，衛星，矮小惑星，小惑星，流星，彗星）との相互作用において，E.m.誘導は重
要な役割を担っている．一般に，惑星天体は決して完全な“固体”ではなく，非変形体でもない．もしも，接合
していない部分が相対的に動く場合，その惑星はダイナモになる．地球は潮汐駆動型（TD）ダイナモである．
そのため，惑星は電池のような働きをする．電池がエネルギーを放出するためのオープンな方法を見つける
と，大量の内生熱が放出される．そのため，地球は27.4MaごとにLIP（大規模火成岩地帯）を発生させて“心
拍”を示す“心電図”を表示し，大規模な気候変動が起こる．現在，地球は“心臓の鼓動”を交差（cross: 反転? [訳
者註]）させている．プレートテクトニクスも，地球膨張もない．むしろ，地球は充電と放電を繰り返してい
るのである． 

電池内のエネルギー蓄積には，カーバッテリーなどの化学反応によるものと，コンデンサーへの蓄積，ある
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いは状態変化によるものがある． 

同様の現象は，他のすべての惑星でも起こっている．重要なパラメータは，局所的な重力勾配に物体の直径
をかけた積である．実際，このパラメータは，物体の異なる不連続な構成要素を変位させる潮汐応力の指標と
なる．したがって，入手できる情報によれば，内部に効率的なTDダイナモをもつ天体は，内因性エネルギー
の流出により造構作用を駆動する．入手できる証拠はこのことを確証している． 

太陽風による長周期電流誘導は，内生エネルギーの発電効率を大きく左右する．長周期の電磁波は，記録
よりはるかに長いタイムラグがあるため，宇宙探査機では検出できない．しかし，長周期の電磁波は，地殻変
動やテクトニクスの原動力となる内生エネルギーの発生に大きな変動をもたらす．そのため，地球規模の地震
や火山活動に影響を与えている．一方，局所的に地震が発生するかどうかは，地殻の詳細な形態に関わる特定
のテクトニックな特徴によって決定される．同様に，火山活動は圧力釡によく似た現象で，火山コーンは安全
弁に相当する．したがって，時間をかけて積分した場合の火山活動への影響を言及する必要があり，ここでは
世俗的な時間スケールでの火山活動の平均的な傾向を考える． 

その極端な現象とは，太陽系が星間物質の雲に遭遇し，それによって太陽圏が最終的に地球軌道の内側で圧
縮されるたびに起こる，地磁気の反転（FR）と周遊（Excursion）を端的に説明することができる．地球上の
太陽風の流れの“消失”は，地球のTDダイナモの減衰を決定し，以前の方向性と比べて反転するかしないかの
可能性が50％という，TDダイナモの新しい世代を決定する．また，この現象は内因性エネルギーの大量放出
につながり，気候に影響を与える．しかし，FRの発生ペース（occurrence-pace）は不規則で，一般に心電図
のペースよりはるかに短い．同様の現象は他の惑星でも起こっている．例えば，太陽風の流れの特異な変化が
地球での異常を決定し，また外側の大きなガス状惑星では異常な巨大大気嵐が観測される． 

冥王星／シャロン連星系は，それとは異なる特異な事例である．離心率の高い軌道のため，内部TDダイナ
モ（冥王星内部とカロン内部）の効率が高く，太陽を248年周る間に利用可能な内部エネルギー量は強い季節
変動を起こす．そのため，凍った海はやがて溶け，また新たに凍り，探査機 New Horizons が観測した印象
的な風景が正しいことを証明する． 

彗星は非常に頻繁に出現するが，サイズが小さいために地球大気圏外の天文台でしか観測することができな
い．彗星はガス（主にH2O）を蒸発させてプラズマ雲を作り，太陽風との相互作用で一過性の磁気圏（“彗星
圏”）を形成する．もし，彗星の目に見える形態的な特徴を彗星圏に関連付けることができれば，彗星を太陽
風の状態をモニターするのに非常に有効な探査機のように使うことができる． 

しかし，彗星圏の現象はごくわずかで，一般に地球のような惑星の磁気圏にはあまり影響を与えない．一
方，異常な大型彗星が地球磁気圏と相互作用することがあるかどうかは，誰も知らない．なお，重力相互作用
の観点からは，地球などの軌道を変えるほどの大きな質量の流星体（meteoroids）(彗星など）が懸念され
る．しかし，e.m. 相互作用の観点からは，彗星の質量ではなく，むしろ彗星（あるいは隕石）の電荷が最終
的にゼロにならず，大きくなることが懸念されるのである．現象は主に e.m. なので，質量は電荷の総量ほど
重要ではない．この点で，謎の多い隕石現象には説明のつかない特徴がある（例えば，ツングースカ事件が考
えられる)． 

まとめると，もっと難しく考え，もっと良い観測的証拠を用意しなければならない，ということである．確
かに，重力が主役だと思われているために，電子密度分布は見落とされ過小評価されてきた．中性物質（固
体，液体，気体，プラズマ）の標準よりも電子密度分布の方が重要であるため，その役割はむしろ逆転してい
る．我々は観測された事象を理解するために，より現実的で一般的な視点からアプローチしなければならな
い． 
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原著論文　ARTICLES 

膨張テクトニクス：その地質記録 

Expansion Tectonics: The Geological Rock Record

James Maxlow　　　　　　　　　　　　 
Retired Professional Geologist, Australia 

Email: james.maxlow@bigpond.com 
Webpage: http://www.expansiontectonics.com 

(小泉 潔 訳) 

“.. 地球の過去の歴史は，現在起こっていること
が確認できるものによって説明されなければな
らない”　Hutton, 1788 

要旨 
膨張テクトニクスの概観は，本誌9巻，3号 

(2021年9月発行) 123-131頁で紹介し（Maxlow, 
2018)，地球の大陸と海洋の起源とその後の歴史に
関する現代の地球観測データの新しい見方と理解の
仕方を提示した．1960年代以降，このデータは伝
統的にプレートテクトニクス研究を支持するとして
収集されてきたため，これまで，従来のプレートテ
クトニクスの視点以外から見られることはほとんど
なかった．この従来の視点は，大陸と海洋の起源は
ランダムで予測不可能，時にはカタストロフィック
な過程であると主張し，その過程を理解している人
はごくわずかで，ほとんどの人から問題にされてい
ないままである．この論文で提示された新しい視点
は，太古の地球の物理的特性に関する前提を変える
だけで，大陸と海洋が時間の経過とともにどのよう
に形成され，発展してきたかを理解する上でのパラ
ダイムシフトとなるものである．この新しい視点
は，現在信じられているものとは対照的に，地球の
大陸と海洋の起源についてまったく異なる物語を
語っている．それは，非常に単純で，進化的で，予
測可能で，容易に理解でき，時間とともに徐々に変
化する地球の表面積と表面曲率を含む全体的な過程
を示すものである． 

キーワード：膨張テクトニクス，プレートテクトニ
クス，グローバルテクトニクス 

はじめに 

　増加する半径の地球（Maxlow，2018）をモデル
化したグローバルテクトニクスの観測データを検討
した上で，Maxlow（2021）で提起された地質学的
意義を推測することはよい契機となった．プレート
集合体を拘束する海底と大陸地殻の現代の地質学的
マッピングを使うことにより（ C G MW＆
UNESCO，1990)，各プレートはより小さな半径の
地球モデル上の1つのプレートに適合するオプショ
ンで正確に一つに組み立てることが示されている
（図1)．同様に，現代の地球観測データの広範なプ
ロットは，小さな地球モデルを実証し，このデータ
の分布は，半径が大きくなる地球モデルに適合して
いることを示している．Shields（1997）は，“最終
的には，世界の復元は，地質学や地球物理学のデー
タだけでなく，古生物地理学，古気候学，古地理学
とも整合的でなければならない” と指摘している． 

原始大気圏と水圏 

増加する半径の地球の概念の基本は，地質学的な
時間の大半において，古代の超大陸地殻や新しい海
洋底火山性地殻の形成と同期して，海水と大気ガス
が集積されてきたことが前提にある．Bailey and 
Stewart（1983）は，“時代とともに膨張する地球
では，古生代から海洋の大部分が放出され，大気圏
の気候・生物・堆積・火山に根本的な変化を必要と
する” と考察している．また，1988年に Carey 
は，“海洋底の生成は基本的に処女水の放出に依存
している．したがって，海水（と大気圏のガス）の
量の体積と海盆のキャパシティーが，必ずしも正確
に一致せず，関連して共に増加した可能性がある.” 
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と考察した． 

原始大気圏と水圏（地球上に存在するすべての水
と大気圏のガスの総量）は，Lambert（1982）によ
り，大部分が地球内部から脱ガスした元素と分子か
ら形成され，その後，物理・化学・生物的プロセス
により変化したと考えられている．Rubey（1975）
は，液体（溶融したマグマも含む）から溶存ガスが
除去される脱ガスが，連続的あるいは何回も繰り返
す過程があり，それは現在も続いていると提案し
た．さらに Rubey は，“海水のすべてが地球内部か
ら吐き出されてきたが，それは原始的な過程ではな
く，地質時代を通じてゆっくりと，段階的，継続的
に吐き出されてきた” ことを示唆した． 

この考察は，地球上の水の起源について，“地球
の水は，もともと惑星形成期（Wood et al.，
2010）および（または）その直後 (Albarede, 
2009）に小惑星（Morbidelli et al.，2000）や彗星
（Hartogh et al.，2011）から運ばれてきて蓄積さ
れたものである．それ以来，この水の変わりつつあ
る一部が惑星表面の海洋に蓄積されるようになっ
た．” という現在の主流の科学が述べていることと
強く対照的である． 

1970年代から1980年代にかけて行われた溶融し

た火成岩の研究は，溶融した岩石中の水の溶解度は
圧力と温度の上昇とともに増加し，マントルにおい
て最大値に達することを示している．例えば，
1,000～1,200℃の高温・高圧の火山岩に14～21重
量％の水が溶けている例がある．また，シリカに富
むマグマでは，とくに高圧下で二酸化炭素が容易に
溶解することが示された．これらの研究から，水と
二酸化炭素があれば，通常，上部マントルで生成さ
れるマグマにはどちらも多量に溶解していると結論
づけられた．さらに Eggler（1987）は，炭素・酸
素・水素・硫黄などの元素も，地球のマントルでは
揮発性鉱物（これらの元素を結晶格子中に留めるこ
とのできる鉱物）の中に存在するだろうと考えた．
また，結晶性鉱物にこれらの元素が溶けていること
は，地球のマントルや地殻内がそれら各元素の重要
な貯蔵場所を示している可能性があると考えられ
る．これらの揮発性鉱物は，ほとんどの火山岩・変
成岩・炭酸塩岩・硫化鉱に含まれている．同様に，
水・二酸化炭素・一酸化炭素・メタン・水素・二酸
化硫黄・硫化水素などそれぞれの揮発性鉱物は，シ
リカに富む溶岩に溶け，水とメタンは他のものより
溶けやすい． 

Lambert（1982）は，始生代の水圏の化学的性
質は，高温の火成岩との反応・海底風化・地殻とマ
ントルから脱ガスした処女水の添加，そして河川系

5

図1. 球状の始生代から未来の小さな地球の地質・地形モデル．前期始生代から現代までのモデルに加え，
500万年先の未来を予測したモデルもある．Maxlow（2001)．CGMW & UNESCO（1990）に基づく．
海岸線データは Scotese（1994), Smith et al.（1994）による．
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からのわずかな流入に主に支配されていると考えて
いる．始生代の堆積物から得られた酸素同位体の研
究から，当時存在した流体は現代の海水と似た組成
であり，支配的な海水温は70℃までであることが示
唆されている． 

原生代に起きた最も重要な出来事のひとつは，地
球の大気中に酸素が蓄積されたことである．酸素は
始生代に光合成や化学反応によって放出されたかも
しれないが，酸化されていない硫黄や鉄が存在する
化学的吸収源が満たされるまでは，それほど充分に
蓄積されなかった．約23億年前まで，酸素は現在の
1～2%しかなかったと推測されている．現在，世界
の鉄鉱石の多くを産出する縞状鉄鉱層も，19億年前
以降に鉄の集積が途絶えた有力な化学的吸収源だっ
た．酸化鉄鉱物のヘマタイトで着色された堆積物で
ある赤色層は，20億年前以降に大気中の酸素が増加
したことを示し，それより古い岩石には見られな
い．酸素の蓄積は化学的吸収源の充足と炭素の埋没
量の増加という2つの主な要因によるものと考えら
れており，そうでなければ大気によって酸化された
可能性のあった有機化合物を隔離したはずである． 

増加する半径の地球では，原始的なマントルと地
殻からの溶存する揮発性元素や鉱物の脱ガスは，前
期始生代に始まったと考えられている．この脱ガス

は，原始地殻が十分に冷却され，余分な揮発性元素
が結晶化して排出されるようになってから始まっ
た．一度ガスが抜かれ，これらの元素が温度が十分
に下がって地表に液体が存在するようになるまで，
水を多く含むガスとして大気中に保持されたと考え
られている． 

その証拠に，始生代の還元大気は主に水と二酸化
炭素で構成され，一酸化炭素・窒素・硫酸・二酸化
硫黄・塩酸・少量の硝酸および炭酸を含んでいたこ
とが示唆されている．酸素の起源の欠如は，酸素が
初期の大気の安定した構成要素ではなく，光合成や
微生物の活動などの二次的過程によって後から生成
されたことを Lambert（1982）は示唆している． 

始生代の地殻-マントル 

現代の地質学的証拠は，世界中のすべての先カン
ブリア時代のクラトンは，垂直方向の厚さで10～
40kmオーダーで垂直方向に侵食されていることに
注目することが重要である．この侵食された物質
は，現在，地球上の大陸の大部分を構成する周辺の
若い堆積盆地や造山帯を形成しており，地球の歴史
の中で何度も再利用されてきた可能性がある．この
証拠から推測されることは，現在の地球上での始生
代の地殻を語ることは，より深部の古代の地殻を示

6

図2. 原初の始生代から前期原生代の増加する半径の小さな地球モデル．クラトンはピンクと赤で，原生代
の基盤岩はカーキ色で示されている．残っている現在の古代地殻の輪郭は黒い線で示されている（現在の
南極とグリーンランドの氷床は薄い青色の領域で示されている)．Maxlow（2001).
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しているに過ぎず，始生代のもともとの地表に存在
した露出した古代の岩石や地形であるとは限らない
ということである． 

始生代は，およそ40億～25億年前までの時代で
ある．増大する半径の地球では，比較的高い温度勾
配をまだ保っているマントルの上に薄い地殻が結晶
化し固化するのに表面温度が十分に低くなった時代
を示している．冷却が進むにつれて，初期の地殻は
厚くなり，初期の火山活動が広まり面積が拡大し
た．火山活動は原始地球の全表面を覆い，この活動
が複雑なマントルプルームの複雑なシステムと関連
していた．そこでは，高温の火山岩が地球のマント
ルを通って上昇し，地殻を形成した． 

この過程で，高温のガスがマントルから脱ガスし
て原始的な大気が形成され，その後，地表温度が十
分に下がると，凝結した流体が低い窪地に溜まり始
めた． 

前期始生代の地球は半径ほぼ1,700kmだった．そ
の頃までには，先始生代の地球のシリカに富むマグ
マの分化（溶融したマグマが多量の化学変化を受け
ること）が十分に進み，核とマントルが形成され，
冷却と結晶化によって原始地殻が形成されたと考え
られている．現在知られている始生代の地史は，約
40億年前に始まり，薄い外側の原始地殻が安定に保
存された後，始生代の中期から後期にかけて地球半
径の増大と地殻の分裂が始まった（図2)． 

Moorbath (1982) が示唆したように，未熟な地
殻の特定の地域に限定された安定した一画
（patches）の形成は，前期始生代の増加する半径
の地球モデルと調和している．前期始生代，シリカ
に富む原始地殻が徐々に冷却され結晶化していく
と，これらの未熟な地殻の一画が，安定した地殻を
もつ原始地球全体を包み込むように最終的に合体し
た．原始地球の大きさは小さいため，この出来事は
全地球的に同調し，原始地球全体で同時に起こった
可能性がある． 

始生代の地殻-マントルの進化と火山・花崗岩・
変成岩質地殻の発達に関する次の提案は，Kröner
（1982）により提示された従来と同様な提案に基
づいている． 

地球-月系が形成された後，前期始生代の冷却と
結晶化段階以前に，先始生代の地球は溶融し，火山

性の乱流があったと考えられる．その時，原始的な
未熟な地殻の一画は，広範な火山プルーム活動に耐
えられず，部分的にマントルに再吸収されたため，
その過程でマントルの温度が低下した可能性があ
る．約40億年前までに，マントルの温度と熱流が十
分に低下し，花崗岩と火山性の溶岩が卓越した地殻
が維持され，未熟な火山岩の一画が高さ・面積・厚
さを急速に増加させるようになった．対照的に，主
要な火山地帯から離れた地域では，相対的に薄い上
部地殻を維持しており，この後の時代を通じて，最
終的に現在進行中の地殻の脆弱化・地殻の引張およ
び盆地形成の中核になった可能性がある． 

前期始生代，この原始地殻は，貫入した花崗岩と
鉄とマグネシウムに富む火山岩の混合物からなる主
にシリカとアルミニウムに富む岩石で作られてい
た．冷却されて安定した原始地球の表面は，その
後，風や水による侵食，とくに火山の噴火による高
温の処女水による侵食にさらされることになった．
この侵食の過程で，最初に火山灰や岩石の破片から
なるグレイワッケ堆積物が低い盆地に堆積し，その
後，露出した岩石に水が作用で生じた化学的風化侵
食を受けた堆積物を含むようになった．初期の堆積
盆地は，最初は小さくて孤立していたが，約38億年
前までにはより広範囲に拡大していった．この初期
の地殻が今日地球上で知られている最古の保存状態
のマグマと堆積盆地の残存物をつくっている．　 

密度の大きい鉄と酸化マグネシウムに富む上部マ
ントルからシリカとアルミナに富む花崗岩や関連し
た火山岩が形成されたことについて，Lambert
（1982）は原始溶融地殻物質が最初は厚さ2～3km
以下の表層に形成された可能性を示した．Lambert
は，先～前期始生代に存在していた高い温度勾配に
より，地殻物質は分離を続け，厚さ30～100kmに
およぶ鉄-酸化マグネシウムに富む岩石の下部領域
が形成されたと考えた．厚さ30～40kmの始生代の
地殻が現在も残っていることは，厚い安定した地殻
下層の存在を示唆しており，それは最終的には厚さ
200km以上のところにまで広がっていた可能性があ
る．Kröner（1982）は，約36億年前までに大陸地
殻は大きな堆積盆を支えるのに十分な厚さと剛性を
獲得していたと予想している．増加する半径の地球
では，この大陸地殻がいったん冷却されると，地球
半径の増加の初期に地殻の展張と破壊が起こった．
この時期の地球半径の増加と地殻の伸張の大きさ
は，年間数ミクロン程度であり，もともとは単なる
冷却クラックとして現れていた可能性がある． 

7



国際オンラインジャーナル　グローバルテクトニクスの新概念 ［日本語版］2022. Vol. 9, No. 4

この小さな地殻展張過程が，何億年という長い時
間をかけて，最終的に地殻の断裂・裂か・リフティ
ングを生じさせ，大きく下方へ撓曲した堆積盆地や
明確な境界のある断層に支配された景観を生み出し
た．このような低平な盆地に，水や浅海の堆積物，
上部マントルに由来する押し出された火山性溶岩が
集まった．この火山性溶岩のごく一部は，酸化マグ
ネシウムに富むコマチアイト溶岩として地表に到達
したが，これは始生代のマントルの高温状態に特有
な現象であることが今では分かっている．また，地
殻の底付近には，より大量のマグマが保持され，後
の火山噴火や花崗岩の貫入の源となった． 

地球半径が増加し始めた頃，初期の地殻の破砕に
よる安定した始生代の地殻が展張し続け，地殻の脆
弱性の全地球的なネットワークを形成したと推測さ
れる．断層と地殻の展張はこのネットワーク内に集
中し，火山性溶岩と侵食された堆積岩のシーケンス
の堆積と集積が同時に起きていた．また，始生代は
古代の地殻が今日まで保存されているように，高変
成のテレーンが存在することでも名高い．これらの
テレーンは，初期の堆積物と地殻の裂かや盆地形成
の初期段階に作られた花崗岩とともに，主に先火山
性のシリカや酸化アルミニウムに富む岩石を表して
いる．地球の半径と表面積が増加し続ける中で，地
殻の展張と地殻下のマントルの運動が，始生代の地
殻内でこれらの岩石が引き伸ばされ，拡張されるメ
カニズムをもたらした．また，マントルの高温によ
る地殻の展張は，これらの高変成片麻岩テレーンの
再結晶と変成に必要な熱流を供給した． 

始生代は非常に長く，その間の地球半径の増加
は，1年に髪の毛1本分の厚さにも満たなかった．そ
の後の15億年の歴史の中で，地殻の岩石は破砕さ
れ，火山性溶岩が貫入し，風化作用で侵食されたと
想定される．堆積物は低くなる盆地に堆積し，その
すべては着実に変化する地球表面の曲率により，複
雑に歪められ，褶曲した．さらに，地球半径の増加
率はたとえ僅かであっても，非常に長い時間のた
め，地球表層全体の侵食が変化する曲率に合わせて
進み，最終的に非常に平坦な地形が保存されたと考
えられる．このような地形は，現在の基準からする
と，不毛で，岩だらけで，荒涼たるものであったか
もしれない． 

始生代における地殻発達の後期段階では，最終的
に非常に大きな安定した堆積性のプラットホーム盆

地と浅い海を形成し，大陸と海の間の標高差が小さ
くなった．この時期の大陸の堆積物はカルシウムと
シリカに富むチャートおよび縞状鉄鉱層のような化
学的に沈殿した堆積物が主体で，細粒の堆積物は少
なかった．これらの岩石は中～後期始生代に一般的
にみられ，現在の地球上の古い地殻の大部分で知ら
れている側方へ引き延ばされた堆積物を形作った． 

始生代を通じて，磁極は現在のモンゴル-中国と
西中央アフリカにあり，古代の赤道は北アメリカ，
バルト海沿岸，南極，オーストラリアを通ってい
た．原始的な気候帯が存在し，この累代全期間にわ
たって持続した．また，この累代には，海洋で進化
した原始的な微生物生命体が初めて出現したことは
重要であり，おそらく酸素の豊富な大気が発生する
前の初期の無酸素大気と海水の段階で形成された炭
素に富む堆積物の中から進化したのであろう． 

原生代の地球 

原生代は約25億～5億4,100万年前までの時代で
ある．この時代は，地殻の安定性が比較的高く，露
出した安定した大陸・広大な堆積性プラットホーム
盆地・浅海が支配的で，表面の曲率がゆっくりと変
化し増加していったのが特徴である．始生代から中
期原生代にかけての地球半径の変化は，30億年の歴
史の中で半径が約60km，円周が約400km増加した
ことになる．この間の円周の増加は，それぞれの古
代クラトンを取り囲む堆積盆の表面積の着実な増加
に反映されている． 

原生代の増加する半径の地球では，後期始生代と
原生代の間に大きな差はなかった．極と赤道の位置
は基本的に同じであり，露出した古代の超大陸の分
布もまたほぼ同じだった．原生代の歴史の特徴的な
形態は，露出した土地がますます高くなることによ
る影響を受け，地表の曲率の増加傾向が徐々に始
まったことである．始生代のように，原生代の地表
の曲率の変化率は，比較的平坦な地形を継続的に維
持するには，侵食に関してまだ小さかった．やが
て，隆起速度の違いの増大により，露出した土地の
侵食速度が徐々に増加し始め，超大陸に形成された
海の分布とそれに対応する海岸線の変化にも影響を
与えるようになった．それらは海岸線を変化させ，
古代の海や古代のロディニア（Rodinia）超大陸両
方の存在と配置に一定の形を与えた（図3)． 

約17億年前の中期原生代以降，着実に増加する半
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径の地球と地殻の状態は，地表の曲率と陸と海の高
低差が次第に大きくなり始めたことを反映してい
る．この大きくなる高低差は，この時期に浅海に堆
積した堆積物の分布に変化をもたらし，化学的沈殿
物を主体とする堆積物から，より粗粒の砂やシルト
を主体とする堆積物へと変化させた．これらの堆積
物の粒径が粗いのは，これらの堆積物を侵食し移動
させるのに利用できる侵食エネルギーが増加したこ
とを反映している．このエネルギーは，この時代の
地表の高低差が大きくなったことを裏付けている． 

原生代のもう一つの特徴は，大気の状態が変化し
たことである．前期始生代の化学的に還元された大
気状態から，原生代には大気中に酸素が蓄積されて
いき，その状態が徐々に変化していった．この移行
は，酸化鉄に富む縞状鉄鉱層，カルシウムとマグネ
シウムの炭酸塩岩およびヘマタイトに富む赤色層が
この時期に増加し集積することで岩石記録に刻まれ
た．これらの岩石は，現在の地球上に存在するほと
んどの古代テレーンで発見されており，始生代から
原生代にかけて，地球規模で同期した条件が存在し
ていたことを意味している．また，この時の移行
は，最古の生命体の発展と保存と同期し，次の顕生

代に多様性を爆発させた． 

原生代を通じて，古代の北極と南極は，それぞれ
現在の中国北部-モンゴルと西アフリカの範囲にそ
れぞれとどまっていた．古代の赤道は，現在の北ア
メリカ，東南極，オーストラリア，グリーンラン
ド，スカンジナビア，始生代と基本的に同様で，
ヨーロッパ，アジア，インドを通過し延びていた．
赤道とそれに関連した気候帯の連続性と同様に，磁
極の位置の連続性は，ロディニア超大陸の配置を通
じて存在した極めて長い期間，地殻が安定していた
証拠である． 

この初期のロディニア超大陸の集合体は，よりよ
く知られたゴンドワナ超大陸，そして最終的にはパ
ンゲア超大陸の配置の前兆であることが，その後の
若い小さな地球のモデルで示されている．この超大
陸から次の超大陸への移行は，海水準変動の際の沿
岸線の変化と密接に関係しており，その受動性は増
加する半径の地球ならではのものである．増加する
半径の地球では，最終的に現代の大陸と現代の海洋
を形成し，ほぼ2億5千万年前に分裂・拡散したのは
パンゲアだけだった． 

9

図3．後期原生代ロディニアの小さな地球の超大陸．このモデルでは露出した陸地を表すと推定される先
カンブリア紀のクラトン（ピンクと赤）と，大陸性の海洋を表すと推定される盆地（カーキ色と茶）の分

布が示されている．黒線は残されている現在の大陸の輪郭を表している．Maxlow（2001).
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原生代の造構論は，基本的に地殻の脆弱性を示す
確立された全世界的なネットワークに限定されてお
り，それは確立された堆積盆のネットワークと一致
している．この造構論は，地表の曲率の増加と密接
に関係しており，古代のクラトンの押し合いが大き
くなったことが特徴である．また，造構論は堆積盆
地内で進行中の地殻の展張を伴っていた．この造構
論は，細長く延びた地向斜帯を生み出し，また，新
たな火山活動・花崗岩の貫入・鉱化作用を伴ってい
た可能性がある．これらの地帯は，それぞれ確立さ
れた堆積盆のネットワークと一致し，さらに地殻の
脆弱性を表す全地球的なネットワークをあらわし続
けている． 

原生代の地殻の展張は，この堆積盆地のネット
ワークに限られ，マントルからの高熱流と金属の堆
積を伴っていた．地殻引張-移動-展張の複数の段階
が，増加する半径の地球モデルの主要な特徴であ
る．それは古生代まで続き，前期ペルム紀の大陸地
殻の分裂および中生代と新生代から現在に至るの大
陸分裂と拡散に先だっていた． 

古生代の地球 

古生代は顕生代前期をあらわし，約5億4100万～
2億5260万年前までの時代である．原生代と古生代
の境界はカンブリア紀の基底部に位置し，硬骨魚類
の化石が顕著に多くなった時期と一致している．先
行する先カンブリア時代に比べ，古生代は地質・気
候・種の進化がますます劇的に変化した時代であっ
た．とくにカンブリア紀は，魚類・節足動物・両生
類・爬虫類など，現代のほとんどの生物の祖先が出
現し進化した地史上，最も急速かつ広範な生物の多
様化を示した時代である．その頃の生命は，海に始
まり，やがて陸へと広がっていった．そして後期古
生代には，原始的な植物の大森林が大陸を覆い，そ
の多くがヨーロッパ・ロシア・オーストラリア・北
アメリカの石炭層を形成した．この時代の後半は，
大型の爬虫類が支配的になり，現代の植物や昆虫も
出現した． 

原生代後半から古生代への移行は，地球半径の拡
大とともに，表面積と曲率が加速度的に増加する段
階を意味する．古生代には，顕著に隆起した古代の
地表が拡がり，侵食サイクルが確立され，河川が活
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図4．オルドビス紀のゴンドワナの小さな地球の集合体．このモデルは古代の海岸線分布（青線）が
ローレンシア・バルチカおよびラウロシアに関して，南北ゴンドワナを規定していることを示してる．
古代のテーチス海・イアペトゥス海およびパンサラッサ海は，露出した超大陸のそれぞれを取り囲む大
陸性海洋（網掛け部分）の全地球的ネットワークの一部を形成している．Maxlow（2001)．海岸線デー
タは Scotese（1994)，Smith et al.（1994）による．
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発に渓谷を刻み，地形を変えていった．これらの地
表は，比較的浅い大陸性海洋のネットワークに囲ま
れており，海面や沿岸の輪郭が変化する中で，古生
代の超大陸の輪郭が刻々と変化していった． 

その頃，ゴンドワナ（図4）は北ゴンドワナと南
ゴンドワナに分かれ，一部は現在の太平洋の前身で
ある初期のパンサラッサ海によって隔てられてい
た．北ゴンドワナはオーストラリア，東・西南極，
インドからなり，チベットとアフガニスタンも含ん
でいた可能性がある．南ゴンドワナは，マダガスカ
ルで接合しており，アフリカ・アラビア・南アメリ
カからなっていた．古代のローレンシア大陸とバル
チカ亜大陸は，北アメリカ・グリーンランド・スカ
ンジナビア，そしてイングランドとアイルランドを
構成する小さな島々からなっていた．同様に，古代
のラウロシア亜大陸は，モンゴルと北部ロシアの先
カンブリア時代の地域が中心であった． 

これらの露出したゴンドワナ大陸は，古代の大陸
であるテーチス海・イアペトゥス海・パンサラッサ
海に囲まれていた．これらの海の名残は，現在，東

オーストラリア・南北アメリカ・ヨーロッパ・アジ
アおよびアフリカに位置する多くの古代の堆積盆地
として保存されている．これらの大陸の海は，地球
規模のネットワークを維持し続け，その輪郭と分布
は海岸線と海水準の変化によって定まっている．そ
の頃，加速する地表の曲率変化により，土地の侵食
が顕著になり，堆積盆ネットワークの中に新しい堆
積物が堆積するようになった．また，地表の曲率や
高度変化が大きくなると，地向斜に関連した堆積盆
の局所的な圧縮が始まり，長い直線状の褶曲山地が
形成され，確立した海路がさらに寸断されることに
なった．古生代の氷河期には，山岳氷河や氷床が存
在し，地表の標高差が顕著になったことを物語って
いる．また，赤道域に海洋氷河の残骸が堆積してい
ることは，極域に大陸性の海が広がっていたことの
証である． 

古生代には，南極は西アフリカ中央部，当時の南
ゴンドワナ大陸の中に位置し続けた．同様に，北極
はテーチス海北部の中国北部-モンゴルに位置して
いた．古代の赤道は，当時の北ゴンドワナを通り，
東南極・中部オーストラリア・北アメリカ・中部ユー

11

図5. ペルム紀のパンゲアの小さな地球の地殻の集合体．このモデルでは古代の海岸線分布（青線）と古代
のテーチス海・イアペトゥス海およびパンサラッサ海（青斜線部）が，全地球的な大陸性海洋ネットワー
クの一部を形成していることを示している．図には北・南太平洋および北極海に始まる大陸の断裂の位置
を現代の海洋を形成するために示している．Maxlow（2001)．海岸線データはScotese（1994)，
Smithet al.（1994）による．
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ラシアおよびインドを通過していた．この地殻配置
は，部分的には従来のプレートテクトニクスの復元
に近いが，南太平洋地域では推定されるパンサラッ
サ海とテーチス海の拡がりを必要とする点で，大き
く異なっている． 

後期ペルム紀には，パンゲア超大陸（図5）の地
殻の分裂が始まっていた．その結果，パンゲアが分
裂し，次の中生代から新生代にかけて，現代の大陸
と海洋が形成された． 

また，この分裂によって，大陸の海は現在の海洋
の前身である海成堆積盆に流出し，あらたにできた
海成堆積盆から新しい海水が流出されるようになっ
た．大陸の海が分裂し，かつての海底が侵食され，
あらたに出現した沿岸環境では，石炭層の形成過程
で，かつてないほどの土砂や有機物が蓄積された． 

このような古生代は，地球上のあらゆる現代生物
が急速に発展・進化した時代でもある．半径が増大
する地球では，このような生物進化は，急速に変化
する環境条件に対応するために行われた．同様に，

絶滅は，急速に変化する海水準・大陸の海への分
裂・それに伴う環境変化の副産物として捉えられ
る．この時期の地殻や環境変化の度合いは，あらゆ
る生物進化に大きな影響を与えたと考えられてい
る．また，古生代には，パンゲア超大陸の地殻が破
壊され，大陸の海はあらたに開いた現代の海洋に流
出し終焉を迎えた-ペルム紀末期絶滅事件． 

中生代の地球 

中生代は，2億5,260万年から約6,600万年前まで
続いた前例のない地質学的期間である．この時代
は，地球史上最大の大量絶滅といわれるペルム紀末
の絶滅に始まり，恐竜や多くの動植物が絶滅したこ
とで知られる白亜紀末の絶滅で幕を閉じた．また，
中生代は，地殻変動・気候変動・進化が有意に変化
した時代として認識されている．中生代の気候は，
温暖期と寒冷期を交互に繰り返し，変化に富んでい
た．恐竜は中期三畳紀に出現し，ジュラ紀の初期に
陸上脊椎動物の支配者となり，白亜紀末に絶滅する
までの約1億3500万年間，その地位を占めた．鳥類
は，獣脚類恐竜の分岐から進化し，ジュラ紀に初め
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図6.  三畳紀のパンゲア分裂後の小さな地球の地殻の集合体．このモデルでは古代の海岸線分布（青線）と
古代のテーチス海・イアペトゥス海およびパンサラッサ海の名残（青斜線部分）が示されており，個別の
大陸性海洋からなる全地球的なネットワークの一部を形成している．また，現代の北・南太平洋・大西洋
および北極海の各領域の位置も示している．Maxlow（2001)．海岸線データは Scotese（1994)，Smith 
et al. (1994) による．
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て登場した．最初の哺乳類も中生代に出現したが，
新生代までは比較的小型のままであった． 

半径が増大する地球では，パンゲアン超大陸の断
裂と分裂の結果として，現在の大陸が形成されはじ
め，大陸のテーチス海・パンサラッサ海およびイア
ペトゥス海の排水と連動して現在の海洋が形成され
た結果，中生代が始まった（図6)． 

現代の大陸と海洋地殻の歴史における一連の移動
史は，現代の全海洋に存在する貫入した火山性海洋
底溶岩中に保存されている（CGMW & UNESCO, 
1990)．パンゲア後のこの時期には，北極，南極，
赤道の位置が大きく移動し，現代の海が拡大した結
果，現代の各大陸の位置が見かけ上移動した． 

分裂時の大陸性海洋の排水が，堆積物の堆積の変
化を伴い，大陸性から浅海性，そして縁辺大陸性盆
地へと変化した．また，大陸性海洋があらたに開い
た海盆に流出することで，海面・塩分・海流・水温・
海洋生物種がそれぞれ異なる，独立した海洋や海洋
の萌芽が数多く生じた．あらたに開いた海洋盆地の
位置は現代の海洋と中央海嶺とに一致している．こ
れらの盆地内への堆積物の流入は，貫入したマグマ
や火山活動とともに，島弧を形成し始め，あらたに
出現した現代の大陸の間に位置するようになった． 

中生代は，それ以前は分離していた海域や海洋が
つぎつぎに分離・接合し，海面上昇を伴う絶滅が数
多く発生したことでも知られている．北太平洋と南
太平洋の分離と接合は，三畳紀末の絶滅事件を引き
起こしたことと同様に，暁新世のオーストラリアと
南極大陸の分離で南太平洋が拡大し始め，白亜紀末
の絶滅事件を引き起こした． 

中生代に超大陸の地殻が破壊され，大陸の見かけ
上の移動と新しい海洋の出現が始まった．大陸の移
動は地理上の磁極の位置に次々と影響を与え，それ
までの気候帯を大きく崩し，全地球的な気候に影響
を与えた．その結果，破壊と混乱は，海洋生物と陸
上生物の生息地や移動経路に影響を与えた．このよ
うな混乱により，生物種は大陸や気候帯の移動に合
わせ，進化し，環境の変化にうまく適応し，あるい
は環境の変化に対応できなければ，単に滅亡するな
ど，時間とともに気づかないうちに移動することを
余儀なくさた． 

大陸の分裂と現代海洋の出現は，明瞭になった海

嶺-リフト帯に沿った海底拡大と，玄武岩質海底溶
岩の貫入，新しいおよび水と大気ガスの排出を伴っ
ていた．この初期の大陸分裂の段階では，海洋底拡
大過程は，新しく形成された大陸棚の周辺だけでな
く，小さな海盆への堆積物の堆積により，最初は隠
されていた．現代の海洋拡大がさらに進むと，堆積
物の堆積が追いつかず，その結果，貫入した海底火
山溶岩が海底に露出し，現在の世界地質図
（CGMW & UNESCO, 1990）に保存されるように
なった． 

新生代の地球 

新生代は，約6,600万年前の白亜紀末の絶滅事件
直後に始まり，現在まで続いている．半径が増加す
る地球では，新生代はすべての現代の海洋におい
て，対称的な海洋底拡大の確立によって特徴づけら
れる（CGMW & UNESCO, 1990) (図7)．この海洋
底拡大は，地球の海底の拡大と成長の歴史の保存で
あり，現代のすべての海が拡張していることの証で
もある．新生代は，すべての海が一つの地球上の海
洋に統合された時代でもあり，さらに海水準に関係
した大量絶滅の脅威がなくなり，海洋と陸上生物が
比較的安定に生息できるようになった． 

地球半径の増大による地殻の展張は，現在，主に
中央海嶺帯に限られ（図7)，地表の曲率変化に伴う
大陸内小盆地の展張やリフティングをわずかに伴っ
ていた．海洋底と大陸地殻両者の地殻破壊は，中央
海嶺の長大化と拡大に密接な関係があり，地殻の脆
弱部に沿って，地震活動・熱流および火成活動が集
中し続いている． 

東太平洋中央海嶺拡大軸の長大化は，カリフォル
ニア湾を通過し拡大する海嶺の北方延長として現在
進行中である．近い将来，この湾は最後には裂け，
カリフォルニア半島が北アメリカから分離し，島嶼
を形成することになる．紅海リフトゾーンがアカバ
湾や死海地域を通ってトルコまで北上すると，シナ
イ半島がアラビアからリフティングにより分離する
ことにもなる．マリアナ拡大海嶺の北方拡大は日本
へ向かい，トンガ拡大海嶺の南方拡大はニュージー
ランドへ連続する． 

新生代には，現代の大陸と海洋が拡大・移動し続
け，現在のような配置になった．この研究は，近い
将来まで衰えることなく続くであるろう．この時代
は，種の発展が島嶼大陸内でますます孤立化し，多
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くの種が特定の大陸や島嶼の固有種となったことで
特徴づけられる．この時期に生じた気候変動は，南
極大陸が赤道の位置から南極域に移動した時期とも
一致する．南極大陸では，約3,300万年前に恒久的
な大陸氷床が形成され，この移動がその後の気候に
長期的な直接的影響を与えたと思われる． 

結論 

この膨張テクトニクス研究で行われた広範な地球
規模の観測事実と実証的なモデル化研究は，地球半
径の増大が現実的で実証可能な造構過程であること
を充分証明していると結論づけられる．地質学的な
観点からは，基本的な物理法則に反したことは一つ
もない．地球の半径はいつの時代も一定であるとい
う一般的な通念を排除し，その代わりに地球自らが
物語るようにした． 

小さな地球を創るため，貫入した海底火山溶岩，
貫入したマグマ，および侵食された堆積物など，そ
れまでなかったものを地球から単純に取り除き，大
陸地殻の集合体からなるパンゲア時代の地球や，同
様の原始的なクラトンと造山性地殻構成物からなる
原始始生代の地球に，我々は最終的に行きついた． 
地球科学の各分野における全地球観測データのモ

デル化研究の考察後，地球の形成と初期の歴史，水
圏と大気の起源と形成について思索する機会があっ
た．この機会に，地球の地史について総合的にまと
めた．この要約は思索ではあるが，関連研究の道筋
に別の解を提供することに併せ，半径が増加する地
球モデルがグローバルテクトニクスのさらなる研究
の刺激になればと思い行った． 

この研究で示された実証的事実は，現在入手でき
る広範な現代の全地球的観測データと事実に基づい
たもっともらしい代替モデルとメカニズムが，規制

14

global ocean, thus removing the threat of further sea-level-related mass extinction events and allowing for relative
stability of marine and terrestrial life forms.

Figure 7. Present-day Geological Map of the World shown in spherical format, based on the
Geological Map of the World, 1990. Maxlow (2001).

Crustal extension as a result of increase in Earth radius is now predominantly confined to the mid-ocean-rift zones
(Figure 7), with minor basin extension and rifting within the continents during adjustment for change in surface
curvature. Crustal breakup of both seafloor and continental crust continues to be closely related to lengthening and
propagation of the mid-ocean-ridges, and includes focused seismic activity, heat-flow, and magmatism along well-
defined zones of crustal weakness.
Lengthening of the East Pacific mid-ocean-ridge spreading axis is currently occurring as a northward extension of the
spreading ridge passing through the Gulf of California. In the near future this gulf will eventually rift and separate the
Californian Peninsula from North America to form an island. A northward extension of the Red Sea Rift zone through
the Gulf of Aqaba and Dead Sea region into Turkey will also result in rifting and separation of the Sinai Peninsula from
Arabia. A northern extension of the Marianas spreading ridge will continue towards Japan and a southern extension of
the Tongan spreading ridge will continue through New Zealand.
The Cenozoic Era has seen the modern continents and oceans continue to open and migrate to their current
configurations. Studies here show that this will continue unabated into the near future. The era was dominated by species
development being increasingly isolated within island continents, with many species now endemic to specific continents
or islands. Climatic changes occurring during this time also coincided with the Antarctican continent migrating from an
equatorial position into the South Polar Region. A permanent continental ice-sheet was established on Antarctica about
33 million years ago and this migration may have subseuently had a direct influence on the long term effects on climate.

Conclusion
It is concluded that the extensive global observational evidence and empirical modelling studies carried out during this
Expansion Tectonic research more than adequately demonstrate that an increasing radius Earth is indeed a viable and
demonstrable tectonic process. From a geological perspective, at no point has any fundamental physical law been
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図7. 世界地質図幅（1990年版）をもとに球面表示した現在の世界の地質図．Maxlow（2001)．
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されるのではなく，積極的に奨励されなければなら
ないことを意味している．このような奨励は，複数
の作業仮説を立てるという伝統的な科学的方法をあ
おり立て，あらゆる物理的観測の解釈における客観
性を高めるために，どうしても必要なことである．
このような背景において，この提案を非科学的に拒
絶する前に，少なくとも現代のグローバルなプレー
トテクトニクスの観測データが，半径が増大する地
球のシナリオにより合致している可能性を考慮する
べきである． 
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2021年6月3日に記録されたM6.1インドネシア地震に関連する宇宙気象 

Space weather related to M6.1 Indonesia earthquake
 recorded on June 3, 2021

Gabriele Cataldi 1, Valentino Straser 2, Daniele Cataldi 3 　　　　　　　　　　　　 
(1)  Radio Emissions Project (I). ltpaobserverproject@gmail.com  

(2)  Department of Science and Environment UPKL Brussel (B). valentino.straser@gmail.com  
(3)  Fondazione Permanente G. Giuliani - Onlus (I). daniele77c@hotmail.it  

(久保田喜裕 訳) 

要旨　2021年6月3日，インドネシアで10時09分58秒（UTC）に破壊的な地震（M6.1）の可能性があることが
確認された．著者らは，この強い地震イベントが太陽活動の上昇と関連しているかどうかを検証するために，
2020年5月31日～2021年6月4日までの宇宙気象状態を分析した．その結果，インドネシアの強い地震の前に
は，太陽イオンフラックスの増加が見られ，地球上で記録されるM6+の地震活動の前には，必ず太陽風のプロ
トン密度の増加があることをあらためて確認した． 

 
2021年7月29日にアラスカで記録されたM8.2地震に関連する宇宙気象 

Space weather related to M8.2 earthquake 
recorded in Alaska on 29 July 2021 

Gabriele Cataldi 1, Valentino Straser 2, Daniele Cataldi 3 　　　　　　　　　　　　 
(1)  Radio Emissions Project (I). ltpaobserverproject@gmail.com  

(2)  Department of Science and Environment UPKL Brussel (B). valentino.straser@gmail.com  
(3)  Fondazione Permanente G. Giuliani - Onlus (I). daniele77c@hotmail.it  

(久保田喜裕 訳) 

要旨　2021年7月26日～29日にかけて，地球上で3つの強い地震が記録された：1）2021年7月26日12時09分
06秒UTCに記録されたM6.2のインドネシア地震，2）2021年7月29日06時15分47秒UTCに記録されたM8.2
アラスカ地震，3）2021年7月29日06時19分25秒UTCに記録されたM6.1アラスカ地震．著者らが行った分析
から，これら3つの潜在的で破壊的な地震現象は，太陽イオンフラックスの密度の重要な上昇に先行し，その
後，地球の地磁気の上昇（最大 Kp=4）をもたらしたことが確認された． 
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2020年3月17日に記録されたM6.0トンガ地震に関連する宇宙気象 

Space weather related to M6.0 Tonga earthquake 
recorded on March 17, 2020  

Gabriele Cataldi 1, Valentino Straser 2, Daniele Cataldi 3 　　　　　　　　　　　　 
(1)  Radio Emissions Project (I). ltpaobserverproject@gmail.com  

(2)  Department of Science and Environment UPKL Brussel (B). valentino.straser@gmail.com  
(3)  Fondazione Permanente G. Giuliani - Onlus (I). daniele77c@hotmail.it  

(久保田喜裕 訳) 

要旨　2020年3月17日，トンガで強い地震が観測された．2020年3月15日から記録された太陽風のプロトン
密度の大幅な上昇の後に，この破壊的な地震イベントが発生したことを著者らは検証した．2020年3月15
日～18日にかけて，地球の地磁気活動の全般的な上昇が記録された．2012年から今日までの著者らの研究に
より，地球規模の地震活動M6+は常に太陽風のプロトン密度の上昇に先立ち，しばしば地球の地磁気にさえ
大きな影響を与えることが示されている． 
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プレートテクトニクス問題，岩石形成過程における電気の影響， 

科学・神話・フィンランド史の一貫した関連性 
Plate Tectonic Issues, the influence of electricity in rock forming processes and 

a coherent connection between Science, Mythology and History of Finland 

Stefan Ahmala
Natural Philosopher and Independent Researcher  

A3 Anomalies Year 2021 Joensuu, Finland  
stefan.ahmala@outlook.com  

(岩本広志・久保田喜裕・村山敬真 訳) 

要旨／はじめに 

　フィンランドの岩盤は，主に古いものであること
は広く知られている．大気そのものが誕生しようと
していた頃で，大気中に酸素が存在しなかった頃に
部分的に形成されたほど古い．また，フィンランド
の岩盤の一部は非常に若いことも広く知られてい
る．一般的な説では，フィンランドの岩盤は大昔に
形成され，氷河に覆われて地形を形成し，岩石やモ
レーンなどの堆積物をあちこちに残し，後退した
り，完全に消滅したりしたと言われている．岩盤は
大きくカレリアン・ドメイン，カレドニアン・ドメ
イン，スヴェコフェニアン・ドメインの3つに分けら
れている． 
　 
　岩盤の中には，非常に若いものもあれば，非常に
古いものも横並びになっている．国土を横断する断
層線はなく，最も近い断層は1,000kmほど離れたア

イスランド近辺にある．フィンランドには火山がな
い．最も近い火山は，スピッツベルゲン，アイスラ
ンド，またはドイツにある．しかし，フィンランド
には火山を示す岩石があり，また，火山を起源とす
る鉱物を採掘する事業も行われている．さらに，フ
ィンランドの地熱ポテンシャルは一般的に非常に低
く，溶岩流や熱水の流れがないため，地下で起こっ
ていることはほとんどない．地磁気異常マップは，
岩盤がどのように形成されたかを知る手がかりにな
るかもしれない．炭素年代測定や地質学的な年表は
尊重され参照されてはいるが，本論ではこれらに対
し，特別に重要視しているわけではない． 
　 
　フィンランドには，多くの驚きや例外，そして本
当はまったく発生しないはずのものがある．少なく
とも地質学的な共通認識としては．しかし，まだ多
くのミステリー，未踏の地，間違った解釈の観察が
ある．山脈，湖，川，クレーター，そしてさまざま
な時代のさまざまな石が，まるでフィンランドの砂
利浜のように，同じ場所に混在している．一見ラン
ダムに見える石英砂の堆積は，すべてがどのように
生まれたかを知る手がかりとして，非常に興味深い
場所である． 

　この論文は，フィンランドの地質学の矛盾をいく
つか示している．また，フィンランドで見られるい
くつかの特徴について，地質学的な観点からいくつ
かの代替的な説明を提示するものである．これらの
代替説明は，すべて科学論文や工業的に利用されて
いるプロセスのいずれかに基づく事実であり，その
ほとんどは実験室で再現することも可能である． 
　さらに，地質学，歴史学，神秘主義を結びつけて
いる．神話は歴史以前の歴史であり，その解釈は稚
拙で狭量なため，情報源として広く無視されてい
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る．また，フィンランドの神話と世界各地の神話の
間にある顕著な類似性を示す．それらは物語におい
て一致するだけでなく，時系列的にも一致する． 

　この論文は全方位的であり，矛盾のない一貫した
絵を描いている．また，あらゆる科学の集大成でも
ある．過去，現在，未来をしっかりと結びつけ，宇
宙，空，地球をシンプルに繋いでいる．この論文
は，哲学，物理学，地質学，熱力学，パターン認
識，そしてもちろん自然界の最も重要な力を相互に
関連付けている．たとえば電磁気学，プラズマ科
学，カソード理論のように． 

　読者の皆さん，ぜひ自分の見たものを信じよう．
もちろん，ネットの捏造ビデオやフォトショップで
加工された写真のことではなく．自然界にあるも
の．雲，岩，星，稲妻，川，湖，植物，動物など．
それらを本当によく見よう．いたるところに繰り返
されるパターンを見つけることができる．これらの
パターンはすべて，ある一定の法則に従って成り立
っているので，決してランダムに発生するものでは
ないことを理解すれば，マトリックスを見ることに
大きな一歩を踏み出すことができる． 

　読者の皆さんも，ぜひ一つの質問を自分に投げか
けてみよう．オープンマインドであるとはどういう
ことか，自分はオープンマインドだと思い込んでい
るだけなのか，それとも本当にオープンマインドな
のか． 

　この論文の読者の中には，科学の特定の分野で完
全にプロフェッショナルな人もいれば，科学的な教
育的背景をまったく持っていない人もいるかもしれ
ない．誰がより多くの，あるいはより良い教育を受
けているかは，あまり重要ではない．それよりも大
切なのは，自分で考える力と大胆さである．間違っ
ていることを認めなければ，誰も新しいことを学べ
ないし，パラダイムシフトも起きない． 

　筆者は，自分の観察とそれに対する結論を “測定” 
するために，いくつかの原則に従っている． 

原理　 
拡張性（SCALEABILITY） 真実であるために，あ
るいは可能であるために，原子サイズから普遍的な
サイズまでスケーラブルでなければならない． 
反復性（REPETITIVENESS）それが真実であるか
可能であるためには，自然界または歴史において少

なくとも2回発生しなければならない  
再現性（REPRODUCIBILITY）それが真実である
か可能であるためには，実験室または同等の価値を
有する場所で同様のパターンを再現できなければな
らない． 
予測可能性（PREDICTIBILITY）真実または可能で
あるためには，予測可能でなければならない． 
想像の及ばないこと（NOTHING IMAGINED）真
実であるために，可能性のある物質，力学，その他
を発明したり，想像したりしてはならない． 

目次 
第1部　フィンランドの地質学的問題  
1.1. プレートテクトニクス 
1.2. 火山活動  
1.3. 地熱の可能性 
1.4. クレーター 
1.5. 磁気異常  
1.6. 化石木 
1.7. プラズマ岩石 
第2部　フィンランドの歴史と神話 
2.1. フィンランド神話の歴史 
2.2. フィンランド神話物語の国際比較 
2.3. フィンランドの神話を科学や現代につなげる  
2.4. 神話は真実であるがゆえに誤解されているこ 
　　との証明を提供する 

第1部 フィンランド地質学的問題  

1.1. プレートテクトニクス  
　どんな構造プレートのマップを見ても，フィンラ
ンドに構造線は見当たらない． 

　フィンランドの地質図 (1) を見てみると，フィン
ランドには4つの主要なテクトニック・ドメインが
あることが容易に理解することができる．コラ・ド
メイン，カレリアン・ドメイン，スヴェコフェニア
ン・オーゲン，ラパキビ花崗岩・ヨトニア堆積ドメ
イン．さらに近くで見ると，基本的に貫入 (2)，鉱
脈 (3)，弓状の形，地中や地上にいろいろなものが
あり，巨大な混乱状態にあることに気づく．2019
年，次のタイトルで地質学論文が発表された：北部
フェノスカンディアン楯状地における古原生代のモ
ナザイトによって明らかとなった年代規制．DOI 
10.1080/00206814.2019.1611488. 

　すでにタイトルからわかるように，フィンランド
のテクトニクスでは何かが穏やかには一致しない．
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結論の部分にも興味深い記述がある．たとえば，次
のようなものだ．“スヴェコフェニア州における低圧
高温変成作用と中程度のP/T岩のほぼ完全な欠如
は，衝突過程よりもむしろ付加過程を示す”，“した
がって，変成作用の観点から，スヴェコフェニア・
オロゲンのテクトニック進化はまだ大部分が未解決
問題のままだ” ． 

　以下は，Yann Lahaye GTK PhD がアップロード
した上記論文の地図． 

　フィンランドの平均的な風景を見ていると，やが
て大小さまざまな岩石や噴石が国中に散らばってい
ることに気づく．中には家ほどの大きさのものもあ
る．その数は数千にものぼり，景観にまったくそぐ
わないものも少なくない．フィンランド地質調査所

の地図サービス (4) には，転石を見るための特別な
レイヤーがある．フィンランドの GTK では，まだ
地図に載っていないボルダーがたくさんあるかもし
れない．また，ウラン (5) から金 (6) に至るまで，
採掘作業は国中のいたるところで見られる．磁気異
常が発生している場所に採掘場があるのは，偶然で
はない．これは，過去に何か大きな電気磁気的な現
象が起こり，それが地表に痕跡を残したことを示す
明確な指標である．フィンランドは何千もの湖で知
られているが，川はそれほど多くない．フィンラン
ドにも川はあるが，その多くは基本的に2つ以上の
湖をつないでいるだけなので，他の川とはある意味
異なる．フィンランドの地形は穏やかな平坦地なの
で，流れの強さは通常，比較的緩やかで，北に行く
ほど，流れの強さと急勾配が増していく．フィンラ
ンドの河川システムをドナウ川 (7) やアマゾン川 
(8) などと比較すると，そのパターンの違いに気が
つくだろう．さらに，フィンランドの土地はほとん
ど平坦なので，水が“排水”されることはなく（9)，
水のために岩が削られるのも非常に遅い． 

　フィンランドの地形は，湖と低い丘陵に覆われて
いる．人工衛星からフィンランドを眺めると，湖の
ある配置に気づくだろう．NNW/SSE と大まかに表
現される．この直線は，フィンランドの偏角を再サ
ンプリングしたものでもある（10)．もちろん，こ
の並びは国境を越えてスウェーデン，ノルウェー，
そしてロシアにも続いている．ほとんどの湖は細長
く，島嶼も同様である．また，岩石の多い浜辺や海
岸があるのが普通で，非常に滑らかであったり，凹
凸している．また，珪砂や砂利の海岸線も多く，さ
まざまな石で構成されている．また，狭い陸橋や，
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ヨーロッパのプレートテクトニクス（出典：
EarthHow.com）

Nironen (2017) による州分けを示
したフィンランドの地質概略図．

フィンランドの原生代岩盤の変成岩
マップ.

フィンランドの変成岩地図上のモナ
ザイトのU-Pb年代．
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その反対の狭い湖もよく見かける：それは川ではな
く，湖だ．これは，排水（水の侵食）の可能性を完
全に排除するもので，非常に重要な点である．ま
た，何千もの小さな小河が湖に流れ込んでいるが，
それらは湖で終わっており，川のように水域をつな
ぐものではない． 

　フィンランドの地形は，スイスで育った筆者では
あるが，ほぼ均等で平坦な地形である．しかし，疑
問は残る．フィンランドの丘陵は，何が，どのよう
にしてできたのだろうか．地殻変動？火山活動？そ
のどれもが存在しない．筆者は，放電現象によって
生じたことを提案する．つまり，雷，風，雨など，
さまざまな現象が起こったということ．奇妙に聞こ
えるかもしれないが，これらはすべて常に起こって
おり，地球上の誰もが経験しており，その違いは事
象の強さや割合にある．降雨では電磁波が発生する
ので，その点は注意が必要である．この400年間，
筆者たちは本当に穏やかな天候を体験してきた．つ
まり，物理的にはあり得るような大雨や風，雷を体
験していない，今生きている人は誰も体験していな
い．宇宙には，ほぼ無限のエネルギーポテンシャル
が存在する． 

　そう考えると，国土の広範囲を浸水させるために
は，水位が大きく上昇する必要はないことがわかる
だろう．地下水位が3m上昇すれば，インフラに大
きな問題が生じる．フィンランドは，国土の3分の1
を泥炭地が占めており (11)，世界で最も泥炭の多い

国である．泥炭は，必要なエネルギー全体の3～4％
しか生産していないにもかかわらず，フィンランド
のエネルギー生産と経済の重要な部分を占めている
と言われている(12,13)．これだけたくさんあるとい
うことは，泥炭の起源について考える必要がある． 

　筆者は，泥炭の生成について，次のような説を提
案する．泥炭は，有機物が部分的に腐敗し，粉状に
なったものである．昔は広大な大地があり，生命が
息づいていたはずだ．動物も植物も，当時は重力が
弱かったから，今よりずっと大きかったかもしれな
い．地球自体の電磁波が変化して質量が増えたた
め，すべてのものが自重で壊れないように縮んで存
在しなければならなくなった (14)．さらに，地球の
地軸は現在約90度傾いていることが知られており
(15)，フィンランドがかつて赤道近くに位置し，気
温が高く，植物がほぼ一定の成長期を通じて自然に
大きくなることができたという可能性も大いにある
(16, 17)．例えば，LLSVP（18）はある意味で非対
称であり，現在は赤道に近い場所に位置している．
ステラ・トランスフォーマー・コンセプト (19) に
よれば，それらはかつて極であったかもしれず，地
球の主要なエネルギー交換が極域で起こっているこ
とから，それは非常に理にかなっていると言える． 

　もし，過去にこのような大きな放電現象があった
としたら，強い衝撃波が発生して，古代の森とそこ
に住む人々を一瞬にして粉々にし，焼き，変化させ
たに違いない．それが強風にあおられ，低気圧のあ
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包埋された石英とその液状形態, 
Stefan Ahmal 撮影.

包埋された石英とその液状形態, Stefan Ahmal 撮影.
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る場所に堆積し，池に流れ込んだ．池の多くは水路
に接続されておらず，池の水を乾かさないようにす
るのは雨だけということもある．したがって，泥炭
ができるのは必然であった． 

　岩盤中に液体の形態や模様があることは，その岩
石が電気によってつくられた証拠である．石英が埋
め込まれ，浅いくぼみと深いくぼみ，くぼみの輪
郭，さらには液体がつくる滑らかな形態のある岩盤
自体を貫通する穴が空いている． 

　フィンランドだけでなく，世界中に同じような岩
石がたくさんある．ヨーロッパでは，それらは "カ
ップストーン “として知られている (20, 21, 22)．
このカップストーンの写真をフィンランド遺産庁に
送ったところ，GTK はカップストーンではない，
自然の岩石であり，人間がつくったものではない，
と説明した回答があった．筆者は，その説明を筆者
にも送ってくれるように頼んでいたが，FHA が通
信をストップしてしまったので，結局送ってもらえ
なかった．もし，カップストーンが人工物であると
するならば，なぜ有名なマスターカップストーンメ
ーカーの物語やその教えや知識がないのだろう． 

　フィンランドにはいくつかの山稜（24）がある
が，それらは現代科学で知られているどの構造プレ
ートの境界にもつながっていない．このような山が
現れたり消えたりすることはあり得ないと思うが，
いかがか？それとも，これらの山稜は全く別のもの
なのか？太古の昔に起こった大きな出来事によるク
レーターのような跡のようなもの．想像を絶する激
烈な出来事で，すべてが変化し，その痕跡が地表や
地中に残された．地上の跡とは，丘や湖や川のこと
だ．その跡は，採掘や泥炭の採取など，ある程度商
業的に利用されている． 

1.2. フィンランドの火山活動 
　フィンランドに火山活動はない．最も近い火山は
アイスランド，ドイツ，チェコ共和国にある．この
ことはフィンランドのクレーター科学にとっても問
題である．その火口または火口状構造を一般科学で
説明するためには，インパクター理論（25）を想定
しなければならない．ニュートン科学（26）は小惑
星ないしは隕石以外の説明材料（tools）をもってい
ないため，証拠のない他の解釈を想定することがで
きない．フィンランドにはいくつかの剪断帯がある
が，最近はそれほど強く動いているとは思えない
し，一般科学で解釈されているようにも動いてこな

かったと思う（27)．フィンランドには，溶岩流，
マール，間欠泉，活火山/休火山/死火山などの火山
活動はまったくない．これらの事実にもかかわら
ず，フィンランドにはいくつかの稼働鉱山がある
が，フィンランドでは一般的な地質学理論では生じ
ないはずの物質も採掘されている．フィンランドに
は火山がなく，国全体に地質学上の大きな問題を抱
えているため，それらの理解のためには自らの手で
新しい考えを創造していかなければならない．たと
えば，Lappajärvi 湖（28,29,30）は，フィンラン
ド公式の最大の衝突クレーターであるだけでなく，
ヨーロッパ全体で最大のクレーターでもある (31)．
ある特殊な岩石が発見されたが，それは湖の島の名
称である KÄRNÄITE (32) と命名された． 

　SAFIRE プロジェクト (33) では，陰極に電気を
流すだけで，真空容器内に物質を “創る” ことがで
きるという．この考えをもう少し進めてみる．さ
て，あなたが真空容器内にいくつかの元素を創った
としよう．このプロセスを何度も繰り返し，時には
エネルギーを少し減らしたり増やしたり，完全に冷
めるまで待ったり，あるいは一旦凍らせたりもす
る．最初に創られた元素が別のものに変化し，他の
ものと混ざって変化するなど．筆者が言いたいの
は，Lappajärvi 湖の岩石の特異性も，同様のプロ
セスで起こった可能性が高いということである．あ
る巨大な電磁波が基盤岩や被覆物を変質させたか，
あるいは電磁波が発生している間に他の場所から岩
屑が吹き飛ばされたのであろう． 現在まったく存
在しない火山も隕石も必要としないことは明白であ
る．また，太陽風には多くの金属元素が存在するこ
とが証明されているため（34)，電磁気法則に従っ
て，地球のような宇宙のコンデンサーに金属元素が
蓄積されることはまったく不思議なことではない． 

1.3. フィンランドの地熱活動  
　フィンランドの地熱ポテンシャルは，最も活発な
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地点とされる国の南端でさえ非常に低い．北へ行け
ば行くほど，その可能性は低くなっていく．筆者の
知る限り，フィンランドには間欠泉や温泉はない．
基本的に Helsinki と Turku の地域だけが，いくつ
かの可能性がある．ヘルシンキでは，地熱エネルギ
ーを得るために世界で最も深い穴を掘るという地熱
プロジェクトが進行中である（35)．北の Lapland  
やフィンランド東部の KOLI 地域にも，局所的なホ
ットスポットが散見される (36)．Koli はフィンラン
ドで最も人気のある観光地の一つである．そこには
フィンランドで４番目に大きい湖である Pielinen 
湖のそばにある小さな山脈がある(37)．この山脈の
最高峰あるいは最大峰は，UKKO-KOLI と呼ばれて
いる(38)．UKKO という言葉は，フィンランドの神
話では雷雨や稲妻と関係がある．その山脈には，巨
大なフルガマイト（Fulgamite *）が集積されている
(39)．[ * 訳者註：Fulgamite は，惑星地質などで見
られる用語で，放電が周囲から物質を引き寄せ，回
転する電気渦の中心で圧縮し，墳丘のような形を残
して発展する．Fulgurite とは異なる．] もし，深く
浸透する放電現象が，磁力によって地中の物質を上
方に “吸い上げた” だけでないとしたら，それは理
にかなったことと言えよう．それはまた，ある深さ
まで大地を変質させるであろう．このプロセスを通
じて，粘性が変化し，異なる電位をもつものが移動

し，さらにガス泡のある石英脈が形成された地表下
のように，大地はイオン化された．その現象のいく
つかは，深部の地質構造にまで影響を及ぼし，水が
存在するマントル深部と一時的に連結し，時には地
下深部から温水が上昇してきたであろう．その後，
地下深部で結晶化作用を通じて停止したのかもしれ
ない．同じ山脈の Koli の近くには，「悪魔の教
会」と呼ばれる洞窟がある (40)．そこは長さ33m，
Z字型の巨石の洞窟である．その昔，Kinolainen と
いう強大な魔女が住んでいて，その魔女はあまりに
強大なため，住居を沸騰（the dwell boiling）させ
ることができたと言われている．このことは，かつ
て Koli に地熱活動があったことを示すきわめて重
要なヒントである．ましてや，Z字型の巨石洞窟
は，放電現象のヒントとなる． 

1.4. フィンランドのクレーター  
　フィンランドでは12個の衝突クレーターが発見さ
れ (41)，14個の隕石が回収されて (42)，その中で
最も大きいものは16kgであった．直径数キロの衝突
クレーターがありながら，衝撃物が発見されないと
いうのは，かなり無理があるように思われる．いく
つかのクレーターは隕石衝突クレーターであること
が “科学的に証明” されており，このプロジェクト
は地元のクレーター観光事業を促進するために EU 
からも資金援助を受け，ユネスコの一部となること
を目指している (43)．その好例が Lappajärvi 湖 
(28) で，おそらくフィンランドと全ヨーロッパで最
大の衝突クレーターだろうと言われている．この場
所で科学者はある特殊な岩石を発見したが，それが
何であるか分からなかったので，彼らはちょうどこ
この地名である KÄRNÄITE（32）と名づけた．筆
者は，隕石ではなく，電気によって大地が変質し，
岩石の一部が現在では KÄRNÄITE と呼ばれるもの
に一変したのではないかと考えている．この岩石は
フィンランドでは特殊かもしれないが，地球上の他
の場所でも同じような岩石を見つけることは十分に
可能だと信じている．火星や月にもあるのではない
か？もし，その大地の組成や，その上にある物質
（動物，植物，堆積物，塩水や淡水など）が分かれ
ば，その大気組成や放射し続けてきた物質を見つけ
ることができるであろう．電気を用いれば，実験室
で KÄRNÄITE を再現することができるであろう．
地質学者とクレーター問題には矛盾がある．地質学
者によると，その岩石は火山性であるが，そのクレ
ーターは隕石によって創られたものである．筆者は
この2つの説はともに間違っていると考えている．
筆者は約1,000m2の地域に，多種の岩石でできたク
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レーターの証拠を見つけた．一番大きなクレーター
は直径約2.5m，一番小さなクレーターは数mmであ
る（写真)．これらのクレーターは，隕石や火山活
動によって創られたものではない．すなわち，電磁
気的作用によって，溶解，結晶化，腐植，石化した
大地を変質させる，という形成機構はほぼ同じもの
である． 

　フィンランド最大のクレーター構造は，直径約
300kmで，宇宙からもよく見える． 

　フィンランドで発見されたクレーターのほとんど
は，ある種の フルガライト（fulgarites）か，自然
変動そのものの過程による単なる凹みである．放電

24

Stefan Ahmala 撮影. Google Earth, Stefan Ahmala 作図.

Google Earth, Stefan Ahmala 作図.

上のクレーター 300km（フィンランド)，下のクレー
ター 2.5m（kuhasalo).
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現象の過程は，磁気マップに見ることができる大地
の指紋を残している．この種の事変は，太陽サイク
ル (44) と強く結びついた100%自然現象のため，再
生可能でもある．そのようなことは，過去に何度も
起きているし，これからも起き続けるだろう．山々
は，超音速のイオン風によって形成され，溶かさ
れ，粉々にされ，吹き飛ばされる (45)．湖や海洋は
膨張と後退を繰り返し，大洪水や想像を絶する雨や
雷が発生する． 

　フィンランドはかなり北に位置しているため，少
なくともしばらくの間，Birkeland 流（46）や 
Pedersen 流（47）の影響下にあった．これらの電
流は，大地と大気，大気と磁気圏，したがって全宇
宙の残りの部分をつなぐ電磁気流である．フィンラ
ンドには，金属を大量に含む岩盤が多く存在するこ
とは驚くことではない．フィンランドの岩石には，

ウランやダイヤモンドさえも含まれていると言われ
ている．北半球の金属資源の豊富さに釣り合うよう
に，南半球の岩盤にも金属資源が豊富に含まれてい
る．例えば，南アフリカの Sichen 鉱山(48)はその
好例だ．この鉱山の岩盤は58%以上の金属を含んで
おり，その構造全体は印象的で，宇宙からも見るこ
とができる． 

　これはプラズマロックサイト（the Plasma Rock 
Site）で撮影された大きさの異なるクレーターの写
真である．そのサイズは数mmのものから，直径約
2.5mの大きなものまで，さまざまである． 

1.5. フィンランドの磁気異常  
　フィンランドには多くの小さな磁気異常がある
が，その中でもきわだっているのが KURSK 磁気異
常(49)である．それはノルウェーからスウェーデ
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ン，フィンランドを経てロシアまで延びている．磁
気異常マップ (50) には，Z-ピンチ (Pinch) (51) に
類似した明瞭なZ字形が見える．それは Z-Pinch 
(51) 様で，直接連続してはいないが，命名された正
の領域がいくつかある．そのうちのひとつが OKU 
異常である．OKU は Outokumpu (52) の略で，フ
ィンランド東部の町である．この町は，かつてヨー
ロッパで最も重要な銅山の一つであったという鉱山
町(53) としての歴史がある．この旧鉱山は，その形
状から Fulgamite である可能性が高い．その意味
で，Outokumpu という名前を英訳すると，「奇妙
な丘」というような意味になるのは当然だろう．そ
れは周囲の景観から突出しているため，Fulgamite 
あるいは Koli 地区のような巨大な水泡のようにな
っている．この地が高くそびえる丘なので，誰も探
査することなく，最初に鉱山が稼働したのである． 

　旧鉱山は現在，博物館となっているが，この地域
の採掘作業は継続され，おそらくは拡大していくだ
ろう．2 0 2 1年現在，採掘は主に Vu o n o s 
Kaivos（55）のタルク（Talc）（54）に集中して
いるが，この鉱山は世界最大のタルク生産者のひと
つ，Mondo Minerals 社（56）の所有で，フィンラ
ンド人が所有しているわけではない．フィンランド
は世界の工業用タルクの4％を生産している．近
年，Outokumpu で新たな採掘を開始する計画が持
ち上がったが，環境への懸念があり，遅々として進

んでいない (57)． 

　プラズマロックサイト（the Plasma Rock Site）
と呼ばれる Joensuu から40kmほど離れた Eno 近
郊の Paukkajavaara という場所で，ウラン採掘が
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出典：European Planet Observing System, EPOS 
(Stefan Ahmala 作図).

フィンランド東部の空中磁気図（出典：paikkatietoikkuna.fi).

豊富な金属鉱床母岩（出典：GTK).
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行われたことがある．ウラン可採量を示す正確な図
を見つけることは容易ではない． 

　地図の精度が小さいため，プラズマロックサイト
がこの地域にあるかどうかは不明である．空中磁気
図は，この地形のすさまじい過去について，何らか
の手がかりを与えてくれるかもしれない． 

1.6. 化石木 
　フィンランドには，化石木（58,59,60,61,62,63,64）

がないと言われている．地球上には，容易に化石木
が見つかることで有名な場所はほとんどない．ヨー
ロッパで最もよく知られているのは，ギリシャであ
る．石化した樹木，植物，動物にはさまざまな種類
があり，石化の仕方も多様である．通常の科学で
は，石化過程（65)，その時間，多種の石化を説明
するための選択肢はただひとつしかない．石化過程
を錆びる過程に例えると（66)，錆びる過程で電気
を流すと，その速度は格段に速くなる．石化過程で
電気を誘導しても，まったく同じことが起こる．で
は，石化のような自然現象の際に，どのようにして
電気を流すことができるのだろうか？地球は宇宙の

中の蓄電器で，電気はどこにもあり，あなたの思考
も電気的インパルスであり，あなたの頭脳がそれを
解釈している．今この瞬間も（2021年10月初
旬），筆者は GTK からの回答を待っている．2ヶ
月前に石化した可能性のある木材のサンプルを8個
送ったが，検査の状況について時々尋ねているにも
かかわらず，何の回答も得られないままである．
GTK 研究所からの認証がまだないので，筆者の主
張は写真と石化したサンプル片を目視で比較するこ
とに基づいている． 

1.7. プラズマロック Birkeland，ペデルセン・ホ
ール電流（Pedersen and Hall Currents） 
（出典：Wikipedia, googleearth.com)  

　プラズマロックは北極の電力交換回路内にあり，
プラズマロックサイトは極地電磁流システム内に位
置している． 

　我々はどんな火山，温泉，断層線，隕石など，巨
大なものは見つけこなかった．筆者は電気宇宙論 
(67) とプラズマ宇宙論(68)を証明するものを発見し
た．フィンランドの Joensuu(69)に Kuhasalo (70)
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という地名の場所がある．そこは，屋外で数時間過
ごす場所として地元の人によく知られている．そこ
は最近，野外炉や小道まで作られ，全体の印象が非
常に悪くなっている． 

　さらに，木や根など何の自然に対する配慮もなく
建設されたため，新しい道のそばにある木はまもな
くその害で枯れてしまうかもしれない．筆者が発見
したことは，Andrew Hall（71）が Thunderbolt 
Project（72）のビデオ “衝撃の真実 (he shocking 
truth)”（73）の中で言及していることである． 

　それは，さまざまな種類からなる岩石海岸で，あ
るものはゴツゴツしており，あるものは例外的に滑
らかで，また金属的で光沢がある．これは重要な事
実である．なぜなら，この岩に含まれる金属は，創
られたその日から錆び始めるはずで，鉄ではないこ
とを意味するからである．そのため，筆者は，それ
はマンガンかアマルガムではないかと思っている．
プラズマ・ロックス・サイト（PRS）では，岩盤の
上の小さな馬蹄形の池に融解した金属を見ることが
できる．このことは，金属を融解するための熱が地
下から来るはずがないことを意味している．この金
属は，前掲の写真にあるような放電現象，すなわち
落雷によって融解した可能性が高い．この場所に
は，実に興味深いものがたくさんある．たとえば，
溶けた金属がある岩石には，石英脈や石英の “小塊
（Nuggets)” がほとんどないことに気づかされた．
それでは，そのような岩石を創るのに，石英がある
役割を果たしているのであろうか？ 岩石中の石英が

気化する際に，落雷の衝撃部分の周りにシールドさ
れたガス膜（shielding gas bubble）のようなもの
を創ったのだろうか？ よく知られている工場の溶接
過程で，シールドガスが作用するのと同じように
(74)．筆者はまた，珪灰石（Wollastonite）(75) 
も，その岩石の生成に一役買ったのではないかと思
っている．プラズマロックサイトはウランが採れる
地域かもしれないといわれてきたので，そこでウラ
ン(76)が見つかることはもっともなことである．こ
の場所から約 4 5 k mに，古くてきゃしゃな
（sketchy）ウラン鉱山 (77) がある． 

　この地域で新たなウラン採掘を開始するという話
はまだある（78)．筆者がこの場所になぜウランが
含有されている可能性があると言ったかというと，
より正確な地図がまったく見つからなかったからで
ある．フィンランド放射線原子力安全局 (STUK) 
(79) にも問い合わせたが，より正確な地図は見つか
らなかった．彼らは，心配することはないと言って
いた．ウランを含有しているような岩石もある．幾
度かガイガーカウンター (80) で安全かどうか確かめ
ようとしたが，うまくいかなかった．Kuhasalo の
地には，クレーターや化石木，融解金属のほかにも
興味深いものがある．プラズマロックの近くにある
僧院 (81) や埋葬地，Petroglyph のような石彫と旧
廃止銅山があった．ペトログラフ (Petroglyph) の
ような石彫が何を意味するのか，誰が，いつ，何の
ために作ったのか，誰も分からない． 

　David Talbott や Ev Cocrane などによって伝承
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Birkeland，ペデルセン・ホール電流（出典：ウィキペディア).

プラズマロックは北極圏の電力交換回路内にある
（出典：googleearth.com).
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されてきた古代の物語や解釈では，この石彫の人物
の一人はビーナスを表しているのだろう (82) と言わ
れている． 

第2部 フィンランドの歴史と神話 

 2.1. フィンランド神話の歴史 
　フィンランドの神話は，バルト海，スウェーデ
ン，ラップランドの文化が混ざり合ったものであ
る．現在でも使われている多くのシンボルは，本当
に古いものをベースに，現代文化に合うように様式
化，簡略化，脚色されているが，そのシンボルは，
時間の経過とともに忘れ去られながらも，変わらず
に残っている． 

　フクロウ，白鳥，熊，ライオンがなぜ自分たちの
文化の重要な一部であるのか，人々は知らない．例
えば，フィンランドの紋章になぜライオンがあるの
か，誰も知らない．フィンランドの神話の歴史は，
いくつかの，やや最近の支配者の変更によって混同
されている．最初はスウェーデン人，次にロシア
人，またスウェーデン人，そしてまたロシア人．そ
して，1918年に独立国家として建国された．過去に
統治したすべての政府が，民族の文化，信念体系，
知識，文化，民間伝承，アイデンティティを破壊
し，記憶する可能性を防ぐために最善を尽くしたこ
とは，驚くにはあたらないだろう．例えば，キリス
ト教やローマ帝国，またその前後に存在した多くの
人々のように． 

　バルト海沿岸地域は，文化的に大きな影響を受け
ている．理由は簡単だ．大きな氷河のために，人々

が他の場所に住むことができず，また，氷のために
通路がふさがれていたからである．そのため，南や
南東に行くよりも，北に行く方がはるかに困難であ
った可能性がある．バルト海の人々は，おそらく現
在とは全く異なる環境で生活していたのだろう．海
はもっと浅く，海岸線は別の場所にあったかもしな
い．もしかしたら，ドッガーランドの人たちとも交
易があったかもしれない． 

　そうだ，聞いたとおり，ライオンだ．いや，フィ
ンランドにはライオンはいない，少なくとも荒野に
はいないのだが，それでもフィンランド人は自分た
ちをライオンと同一視している．しかし，フィンラ
ンドのライオンはいたるところで見かけることがで
きる．紋章（83)，多くの国家機関のロゴに使わ
れ，アイスホッケーのナショナルチームは単に「ラ
イオンズ」と呼ばれ，Tシャツやブレスレットな
ど，あらゆるものにライオンが描かれて売られてい
るのである．フィンランドのライオンの由来を調べ
始めると，その由来が謎であることにすぐに気がつ
く．フィンランド内務省のページ（84）でも，「フ
ィンランドの紋章の起源については，ほとんど知ら
れていない」とある．そもそも国旗の由来や意味す
らわからない国が，国旗についてこれほど多くの規
則を設けているのはどうしたことだろう．紋章は，
その下に仕える者に権威を与えているようなもの
だ．その紋章が何を表しているのか誰も知らないの
に，果たしてどれだけの権威と信憑性があるのだろ
うか．少なくとも500年間は，この紋章が何を意味
するのかを理解する時間があったはずだが，誰もそ
れをしなかった． 
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　フィンランドのライオンに関する最古の記述は，
スウェーデンのウプサラの教会にある（85)．さら
に時代をさかのぼると，ドイツのシーベンジビルゲ 
(86) に行き着く．そこには，ライオン城やドラゴン
城まである．スウェーデン帝国 (87) は，何世紀か
前に中欧までかなり足を伸ばしている．だから，ラ
イオンはスウェーデン人から，そしてスウェーデン
人は中欧の人たちからもらったと考えるのは，それ
ほど突飛なことではない．なぜそう考えるかという
と，スカンジナビアに住んでいた他の民族は，ライ
オンの代わりに主にドラゴンをシンボルとして使っ
ていたからである．ヴァイキング（88）とその文化
的なスタイルについて．彼らは中欧の人々とは全く
異なるスタイルを持っていた．彼らとドラゴンの関
係は重要だった (89)．ドラゴンは世界的に知られて
いるが，同時にほとんどの人にとって謎である．ド
ラゴンは，ユニコーン，グリフィン，フェニック
ス・バードと同じカテゴリーに属するファンタジー
の生き物だと考えるのが一般的である． 

 アンドリュー・ホールは，ドラゴンの正体につい
て，とても素晴らしく，首尾一貫した説明をしてい
る．ドラゴンは，基本的には風，雷，そして地震，
火山，強い電磁場などの気象現象である．川は，か
つてドラゴンが地上を歩き回った道である．水は龍
が来た方向に流れる．なぜか？そのような大規模な
放電現象が起こると，稲妻のアークは最も伝導の少
ない経路をたどるからだ．アークが風景の上を移動
すると，それは電力が減少し，それは結局のところ
放電イベントであり，それは理解するために非常に
重要な事実であるので，留意するように．電力が減
少すると，放電の経路（川底）は移動する距離に応
じて浅くなり，水は坂を下るように流れる．フィン
ランドの地形は，地中に金属が多く含まれているた
めクレーターが多く，金属のような電磁気に反応し
やすい物質が大量にあると，アークが時々 “引っか

かる” のかもしれない． 

　ドイツのジーベンゲビルゲは，ライン川（90）の
ほとりにある．ライン川の上流にある城や都市，そ
の歴史を見ていくと，多くのドラゴンに出会うこと
ができる．スイスにもレンツブルグ城（91）など，
ドラゴンに関係する城がたくさんある．スウェーデ
ンはドイツ人と，ドイツ人はイタリア人と，それぞ
れ文化交流し，戦争もした．フィンランドはスウェ
ーデンとロシアの勢力下にあった．したがって，ラ
イオンのルーツが中欧にあり，ライオンが実はドラ
ゴンであることは不思議ではない．次の写真を見て
ほしい．ライオンだろうか，それともドラゴンだろ
うか？ 13世紀，フィンランドで使用されたヴァル
デマール公の印章である． 

　主義では，ライオンに関連する多くのものがあ
る．多くの場合，それは力と支配，すなわち戦士の
象徴である．ほとんどの時代で，火星は戦士の神と
見なされてきた．ライオンは南方からフィンランド
に渡ってきた可能性が高い．たとえフィンランドに
かつてライオンが住んでいたとしても，イマニュエ
ル・ベリコフスキーによると，火星が地球で起こっ
たことに非常に大きな影響を及ぼしたという事実は
変わらない．例えば，火星と地球の間で起こりうる
大規模な電磁放電現象，すなわち惑星間の稲妻など
です．最大のドラゴン ライオンは動物の王であり，
力の象徴である． 

　フィンランドの文化にもドラゴンにまつわる物語
があり，フィンランドの歴史，文化，神話に関連す
るドラゴンを見つけるために，中欧や極北に行く必
要はなかったかもしれない．彼の名前はIKU-
TURSO（92)．このキャラクターは，カレリアとフ
ィンランドの国民的叙事詩『KALEVALA』の一部
である．カレワラの中で彼について語られているこ
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ヴァルデマール公爵の印章 13世紀（出典：
ウィキペディア）
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との一例を挙げよう． 

海から巨人トゥルサスが現れ，背が高く，丈夫
で，乙女たちがかき集めていた草をすべて押し
固めたとき，それらの中に火がつき，炎は天に
向かって上がり，窓が灰になるまで燃えた．か
き集めた草の灰だけが残った． 

　ドラゴンの性質と，ドラゴンが世界中で知られ，
その行動にわずかな違いがある理由を理解する必要
がある．ドラゴンは気象現象であり，電磁波の放電
現象，すなわち照明，風などである． 

　このことを念頭に置いて，イク・トルソの物語の
断片をもう一度読む． 

海から巨大なマイティ・トゥルソが現れた．背
が高く，丈夫だ． 

　これは，信じられないような大津波がすべてを飲
み込んだということだろう．バルト海沿岸は地形的
に平坦で，津波が来れば広範囲に被害が及ぶだろ
う． 

　乙女たちがかき集めていた草をコンパクトに
押し固めたとき，それらの中に火が燃え上が
る． 

　これは泥炭と関係があるのでは，と思う．衝撃波
は地形を平らにし，すべての生物は瞬時に粉砕され
ただけでなく，電気的な変化を受け，すべての「良
いもの」が燃えたり，結晶化したりしたのだ．これ
は，衝撃波の直撃によって瞬時に起こったことだろ
う．そして，その粉塵は風によって陸地に運ばれ，
誘電分離によって低圧の分離気泡の中に蓄積され，
あるいは空から降ってきたのである．その後，雨で
池に流された．水流があれば，その一部が流され
た．川からの排水がなく，池の底が地下水の流れか
ら密閉されていれば，その場所に留まり，今日に至
っているのである．ピートはポリエレクトロニクス
材料なので，何らかの強い電磁波と一度でも接触し
たことがあるのだ．フィンランドの国土の1/3が泥
炭地であることから，神話にも登場するのは納得が
いく． 

窓が灰になるまで燃えた．かき集めた草の灰だ
けが残った． 

　これは，どこからか莫大な熱量が伝わってきたこ
とを示しているのかもしれない．窓が溶けるなら相
当な熱量が必要である．火山の溶岩は約1,200℃だ
が，石英を溶かすには1,600℃以上の熱が必要だ．
たとえ新鮮な溶岩をかけたとしても，溶けることは
ないであろう．そんな熱を生み出すものは他にある
のだろうか？筆者は，この熱源は稲妻，つまりドラ
ゴンしかないと思う．このドラゴンには “IKU 
TURSO” という名前が付いている． 

　プラズマロック・サイトは北カレリア（93）にあ
り，これは筆者が描く大きな絵の相互関係の一つで
ある．もうひとつ，プラズマ・ロック・サイトと同
じように，すでに述べた事柄の間の非常に興味深い 
“偶然の一致” は，ロバート・エックマン（94）の
絵で，レンミカイネン（95）が炎の海岸で，手にサ
ンダーボルト（97）を持つウッコ（96）の助けを待
っているところだ． 

　雷鳴と岸辺，ギリシャとフィンランド／神話と科
学． 

　フィンランドの国境からそれほど遠くない，ロシ
ア側の Ladoka 湖 (98) の湖畔に，とても素晴らし
いペトログリフがある．ロシア，エストニア，フィ
ンランドなど，バルト海沿岸の広い範囲に似たよう
なペトログリフが見られる．もちろん，似たような
ペトログリフは地球上のいたるところで発見されて
いる．フィンランドとエストニアの神話は，言語や
神々の名前など，細部にわたって多くの共通点があ
る．このことは，少なくとも過去の一部が共有され
ていたことを示している．エストニアはすでに長い
間，ロシアの支配下にあったため，古い伝統や信仰
を守ることが少し難しくなったかもしれない．例え
ば，こんな感じである． 

　エストニアの神話には，世界の誕生を歌ったもの
がある．鳥が3つの卵を産み，子鳥を産み始める
と，1つは太陽に，1つは月に，1つは地球になると
いうものである． 

　フィンランドの神話にも鳥が登場するが，その種
類は卵の量と同じように様々である．カレワラによ
ると，この鳥は7つの卵を産み，6つは金で，1つは
鉄でできている．北極の北極星の下にある柱に支え
られているのが天であると信じられていた． 

　これは，この2つの文化がいかに深く根ざしてい
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るかを示す一例であり，極座標，大会合と極めて親
和性が高いように思われる．また，このオーブンの
扉のようなものがまだ人々の家に残っているのは，
このためかもしれない．ペラットの不安定さに似て
いるのは間違いない． 

　プラズマロックは，フィンランドの神話に登場す
る出来事を証明するものである． 

・Zピンチのような形をした表面伝導異常の地域に
あり，周辺地域と比較して，地熱のポテンシャルが
高い． 
・岩石の表面には溶融金属が付着している  
・大小さまざまなクレーターが多数存在  
・他の磁気マップでも確認可能 
・瞬時珪化木発生の可能性  

32

ゼウス, 出典：ウィキペディア. ウッコを待つレミカイネン，エークマン1867年,　
出典：ウィキペディア.

フィンランド神話による世界の構造, 出典：ウィ
キペディア.

アンソニー・ペラット，古代に記録された大電流・
Zピンチ・オーロラ発生のための特徴.
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・地熱のポテンシャルが高い 

2.2.フィンランド神話物語の国際的な比較  
　フィンランドの神話的な物語，人物，出来事を他
の地域の古代の物語と比較すると，多くの顕著な類
似点を見出すことができる．関連するテーマが遍在
しているかどうか．風，洪水，稲妻，雷の音など，
様々な表現がある．多くの場合，雷神は最高の存在
である．シンボリズムもまた，フィンランド神話と
他の地域の神話との間に容易に比較できるものであ
る．天の柱，ドラゴン，雷神，巨大な鳥，蛇，ペラ
ットの不安定さ，その他の「空にある奇妙なもの」
の描写は，世界的に知られているものである．文化
的な違いや，空に対する実際の視点の違いから，ス
タイル的な一致は膨大な数にのぼるが，それらはわ
ずかに異なっている．フィンランドにピラミッドは
あるのか？筆者の知る限り，ない．なぜそう思うの
か，その理由を説明しよう．筆者の考えでは，ピラ
ミッドは，神々が戻ってくるのを防ぐために，人々
が自分たちの力で山を築けることを示すために作ら
れたものである．これはどういうことだろうか．そ
れは，過去の天変地異の生存者は，風景が三角形で
いっぱいであることに気づいたはずだ，ということ
である．シンボリズムもまた，フィンランド神話と
他の地域の神話との間に容易に比較できるものであ
る．天の柱，ドラゴン，雷神，巨大な鳥，蛇，ペラ
ットの不安定さ，その他の「空にある奇妙なもの」
の描写は，世界的に知られているものである．文化
的な違いや，空に対する実際の視点の違いから，ス
タイル的な一致は膨大な数にのぼるが，それらはわ
ずかに異なっている．フィンランドにピラミッドは
あるのか？ 筆者の知る限り，ない．なぜそう思う

のか，その理由を説明しよう．筆者の考えでは，ピ
ラミッドは神々が戻ってくるのを防ぐために，人々
が自分たちの力で山を築けることを示すために作ら
れたものである．これはどういうことだろうか．そ
れは，過去の天変地異の生存者は，風景が三角形で
いっぱいであることに気づいたはずだ，ということ
である．文字通りの意味だ．三角形のバットレス，
山の大きさの正四面体 [p.234]. ペラット・イスタビ
リティ・ストーブ・ドア ピク ステファン・アーマ
ラ アンソニー・ペラット 古代に記録された大電
流・Zピンチオーロラ発生の特徴 彼らは洞窟から這
い出て，できたばかりの風景をさまよい，自分たち
で大きな山を作れば，天変地異の時に命を落とす人
が多いから，神が戻ってきて風景の形を変えなくと
もいい，と考えたのかもしれない．地球上の生命一
般が著しく減少したその時代．イオン化された超音
速の風は地球の表面を根本的に形作り，筆者たちは
今でもそれをいたるところで見ることができる．フ
ィンランド南部の大部分を占めるバルト海の風景
は，アフリカ北部や中東の風景とは大きく異なって
いる．バルト海沿岸の風景はアフリカ北部や中東の
風景とは大きく異なる．バルト海沿岸は平地が多
く，山はない．バルト海の高台はどちらかというと
風景の中の柔らかい波のようである．もちろん，孤
独にそびえる丘のような例外もあるが，それらはフ
ルガミーである可能性が高いことはすでに述べた． 

　電磁波放電現象は，リヒテンベルグパターンやデ
ンドリクトパターンなどの特徴的なパターンを持っ
ている．これらは，飛行機や宇宙空間など，上空か
ら簡単に見ることができる．古代の人々は，衛星か
ら自分たちの世界を見る技術を持っていなかったか
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もしれない．なぜなら，四面体は地上から見ると，
山のように見えるからである．肉眼で見える，地球
上で最も豊富な地質パターンである．これが，人々
がピラミッドを作った理由であり，フィンランドに
ピラミッドがない理由でもある． 

　ここで一例を紹介しよう． 

　先のように，フィンランドにはペトログリフも発
見されている．ウィキペディアによると，フィンラ
ンドには127ヶ所の岩絵が見つかっている．岩絵の
量は，筆者には暗中模索のままだったが，少なくと
もそれくらいはあるのだろう． 

　フィンランドのペトログリフの解釈について，他
の情報源との比較が全く行われていないか，ほとん
ど行われていないのは興味深いことである．フィン
ランドでは，他の国でもそうであるように，動物を
表現したペトログリフがたくさん見られる．鹿，ヘ
ラジカ，鳥などである． 

　とくにオオハクチョウは，フィンランドの文化に
とって重要な鳥である．フィンランドのお店には，
白鳥が描かれたさまざまなものがある．フィンラン
ド製だからとか，環境にやさしいからとか，とにか
く白鳥は売れるのである．かつてフィンランドでは
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絶滅寸前だった白鳥だが，現在では生息数がかなり
増え，増えすぎていると言う人もいるほどだ．フィ
ンランドでは白鳥を殺すことは禁止されており，殺
すと2000ユーロほど支払わなければならない．筆者
の苗字の意味であるクズリの場合には，16,500ユー
ロを支払わなければならない．世界各地にあるペト
ログリフには，“バードパーソン” が描かれているも
のがたくさんある．鳥だけの場合もあれば，鳥を頭
に乗せた人間のような場合もある．いずれにしても
類似性は否定できない．その理由は，天上で起こっ
ていることに対する視点の違いかもしれない．南方
に住む人々にとって，北方に住む人々とは極の形が
違って見えたのだろう．フィンランドの文化におい
て，今日まで白鳥が重要視されてきたのは，おそら
く空に鳥のようなものが見え，その角度が白鳥に非
常に近く見えたからではないだろうか．その時，白
鳥が生息していたかどうかは未知数である．しか
し，大きな出来事で，いろいろなことが起こったの
で，人々はその記憶を文化に埋め込んで残そうとし
た．しかし，時間が経つにつれ，その意味は失わ
れ，実際の意味とのつながりも失われてきた．フィ
ンランドの文化において，白鳥がいまだに重要な存
在であるということは，その本来の深い意味につな
がると思う．それは警告のサインなのだ．もし，空
に白鳥のような姿を見たら，大きな危険が迫ってい
るかもしれない． 

　もうひとつ，フィンランドの神話学で重要な鳥，
水鳥がいる．国旗や中世の絵画に孔雀が描かれてい
るのは，極配置との相関性のほかに，羽の青や緑の
輝きがオーロラを表しているからではないか，と筆
者は推測している．フィンランドにはクジャクがい
ないため，水鳥を代表として「使う」のである． 
　洞窟画をロマンチックに描く人は多い．洞窟画を
描いた人々は原始的で，文化や文明がほとんどなか
ったと考えられており，そのため洞窟画も原始的で
ある．筆者たちが知っている洞窟画は，それらの文
化の頂点であり，谷間の土地全体で最も才能のある
芸術家が，自分の芸術を作るために行った最高の絵
だと考えている．最高の条件のもとで，最高の材料
だけを使い，必要なだけ時間をかけて……いや，そ
れ以外の可能性はないだろうか？ 

　大雨，洪水，雷雨，ハリケーン，地震，火山の噴
火が何週間も続き，村人のうち生きているのはもう
数人だけになってしまった．彼らは，溺れるのを防
ぐために山へ避難することを決めたが，全員が洞窟
にたどり着いたわけではない．装備は貧弱で，持っ

ていたものはほとんど流された．食料は少し残って
いたかもしれないが，それ以外は自分たちで救助す
るしかない．その光景は，恐ろしくもあり，驚くべ
きものであったろう．中には，後世への警告とし
て，何らかの記録を残さなければならないと考えた
人もいたかもしれない． 

　ということは，あの絵は芸術家が描いたものとは
思えない．もしかしたら，その人が最後に描いたも
ので，後世の人たちに警告するためのものだったの
かもしれない．これは，決して批判するものではな
い．ただ，「ロック・アート」，絵画や彫刻のロマ
ンティシズムについて指摘したいだけなのである． 

2.3. フィンランドの神話を科学と今につなぐ 
　フィンランドの国旗に描かれているライオンは，
もっと古い時代の図像に由来しており，それはおそ
らくドラゴンであっただろう．ドラゴンは，水から
出てきたり，地下を這ったり，火を吐きながら空を
飛んだりすることで知られ，世界的に有名である．
溶接をしたことがある人なら，その音が頭に残って
いるのではないだろうか．火花は数ミリと非常に小
さいのに，非常にうるさいのである．これを気象現
象にスケールアップすると，その騒音は想像を絶す
るものになると思う．このような現象が発生した場
合の放射線の影響も考慮する必要がある．溶接工は
保護メガネと保護服を着用しているが，そうでなけ
れば数分後には目が見えなくなり，皮膚がんになっ
てあっという間に病気になるだろう．このような現
象が起きると，熱や圧力だけでなく，その周辺にあ
るすべてのものが放射線によって変化してしまう．
このことは，放射性炭素年代測定にいくつかの問題
を与えるかもしれない．実際，大気全体が強く電子
的に帯電している可能性があり，広大な地域で，し
かも何度も変質している可能性があるのである． 

 読書は誰もができることであり，西洋文明では読
書家は賢い，あるいは教養があるとみなされる．フ
ィンランドでは，他の多くの国と同様，本とフクロ
ウはしばしば結びつけられている．一晩中本を読ん
でいる賢いフクロウ．フクロウが神秘的である理由
のひとつは，古くから伝わる空の出来事にあるかも
しれない．世界各地でさまざまなペトログリフが発
見されている．このペトログリフは，当時の人々が
知らず知らずのうちに何かを共有していたことを物
語っている．空に浮かぶ光景．フクロウが文化的に
重要な存在となった理由は，地球上のあらゆる場所
に描かれた光景を見れば容易に理解できるだろう． 
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　古代のサインが現代にも残っている例をいくつか
挙げてみよう． 

　他にもいろいろな例があるが，原理はほぼ同じで
ある．古代文化の多くは，流されたり，何十メート
ルもの土砂に埋もれたり，衝撃波で一瞬にして粉々
になったりしている．その結果，「われわれは史上
最も進歩した人種である」という誤ったパラダイム
が形成され，間違った解釈がなされている．このパ
ラダイムは，宗教，政治，科学によって煽られた．
宗教では，神を恐れなければならないが，同時に感
謝しなければならず，そうでなければ永遠に自分の
罪のために苦しむことになる．もしあなたが，筆者
たちの党のアジェンダを正確に行わないのであれ
ば，別の党を見つけなければならないでしょう． 

　もし，あなたが筆者達の研究を無価値または無意
味にするようなことを見つけたら，あなたは沈黙さ
せられ解雇されるだろう．なぜなら，多くの人が，
科学の世界で仕事を失うことになるからである． 

　間違っていることを認めるというステップを含む
真の学習を通じてのみ，人類とその文化は真の意味
で進歩するのだと考えることもでる．この100年間
になされたすべての技術的進歩は，人々の娯楽や監
視，軍事のために使われたように思われる． 

　豚の心臓を人間に移植したり，目の見えない人に
見えるようにしたり，ほとんどすべてのものを測定
したり，世界の端から端まで瞬時にデータを転送し
たり，その他多くの驚くべきことが今日では可能に
なっている．世界中がピカピカに輝いている．それ
とも，これは西洋人の世界観なのか？筆者たちは現
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実から切り離され，コンピューターで見ている映像
がフォトショップで加工されているかもしれないと
いう潜在的な知識から，自分の目を信じられなくな
っている． 

　IDIOT という言葉の意味を説明した人はいないで
しょう．IDIOT とは，新しい知識を意識的に否定
し，自分自身の現実の認識を維持しようとする人の
ことです．何が正しくて何が間違っているかという
誤った認識のために，間違っていることを認める意
志がない．このような独断的な思考は，決して真理
に導くことはない． 

　籠の中の鳥は，今飛んできた鳥はきっと病気だと
思う．“それ” の一部であるか，それとも，事実に基
づかず，フォトショップで加工された自分自身の
「現実」の一部であるかを決めるのは，各個人次第
なのである． 
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NCGTジャーナルについて 

NCGTニュースレター（現在のNCGTジャーナルの前身）は，1996年8月に北京で開催された第30回国際地
質学会議でのシンポジウム “Alternative Theories to Plate Tectonics” での議論から始まった．その名称は，
1989年にワシントンD.C.で開催された第28回国際地質学会議に関連して開催されたシンポジウムの名称に由
来している．NCGTニュースレターは1996年12月に創刊され，2013年にNCGTジャーナルに名称を変更し
た．NCGTジャーナルの目的は以下のとおりである： 

　1. 地質学，地球物理学，太陽惑星物理学，宇宙論，気候学，海洋学，電気宇宙論 （electric universe)，そ
の他，地球の核から大気圏の上部に至るまで，地球上で起こっている物理過程に関連ないしは影響を及ぼして
いる分野において，新しいアイデアやアプローチを自由に交流するための国際フォーラムを提供すること． 

　2．支配的なテクトニックモデルの範疇に収まらない創造的なアイデアのための組織的な目標を創り出すこ
と． 

　3．とくに検閲や差別があった場合には，そのような研究の転載と出版の基礎を構築すること． 
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